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『
克
己

復

ネし

東
筑
会
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
東
筑
会
の
た

め
に

、

ご
協
力
ご
支
援
を
賜
わ
り
ま

し
て
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す。

平
成
幻
年
度
東
筑
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、

三
た
び
会
長
に
と
会
長
推
薦
委
員
会
の
推
薦
を

い
た
だ
き
、
皆
機
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

2

期
6

年
は
、
役
員
幹
事
を
は
じ
め
会
員

の
皆
棟
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
し
て
大

過
な
く
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。
厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す。
微
力
非
才
な
が
ら
、
三

た
び
心
機
一
転
、
一
意
専
心
努
力
い
た
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
早
速
、
新
役
員
体
制
に
よ
り
、
本

年
度
の
事
業
計
画
に
基
づ
き
運
営
を
推
進
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

東
筑
会
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
に
は
、全
国

か
ら
遠
路
お
越
し
の
方
も
多
く
、

皆
様
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
煤
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
年
に

一
度
の
機
会
で
は
あ
り
ま
す
が、

大
い

に
交
流
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

今

後
と
も
多
数
の
皆
様
の
ご
出
席
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
当
番
期
出
期
の
皆
様
に
は
諸
準
備
な

ら
び
に
運
営
の
ご
苦
労
に
対
し
ま
し
て
敬
意
と

感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

来
年
度
の
当
番
期
前

期
の
皆
械
に
は
諸
準
備
等
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

東
筑
会
会
長

主当「
I可

山

手日

幸（同
期
）

さ
て
、
母
校
東
筑
で
は
今
春、

ラ
グ
ビ
ー

部

が
全
国
高
校
選
抜大
会
に
初
の
出
場
を
果
た
し

ま
し
た

。
花
園
以
来
日
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
出

場
で
す
。
後
強
た
ち
の
大
い
な
る
活
躍
に
東
筑

会
の
皆
様
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す。

ま
た
、

福
岡
県
高
校
総
合
体
育
連
盟
の
学
校

対
抗
優
勝
を
収
め
、
上
級
学
校
へ
の
進学
に
お

い
て
も
県
下
五
指
に
入
る
実
績
を
誇
っ
て
い
ま

す
。

「
文
武
両
道」
に
お
け
る
目
覚
し
い
活
躍
、

有
形
無
形
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

学
ん
だ

1
1
3

期
生
が
卒
業
し
東
筑
会
に
入
会
し
ま
し

た
。
今
後
一
層
の
努
力
と
精
進
を
重
ね
、
真
の

実
力
を
発
揮
さ
れ
、
世
界
に
大
き
く
羽
ば
た
き

活
躍
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
し
ま
す
と
激
励
を
申

し
上
げ
ま
し
た。

一
方、

最
近
の
世
相
を
見
ま
す
と
あ
ま
り
に

も
殺
伐
非
道
な
も
の
が
あ
り
ま
す。
孔
子
は
、

『克
己
復
礼
』
自
分
の
私
欲
私
情
、
わ
が
ま
ま

に
打
ち
克
ち
、
社
会
の
規
範
や
礼
儀
に
従
っ
て

行
動
す
る
こ
と
。
と

教
え
て
い
ま
す
。

人
間
の

生
き
方
と
し
て
古
人
の
言
動
は
大
い
に参
考
に

な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
東
筑
の
益
々

の
発
展
と
東
筑
会
の
皆
株
の
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。
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本
気
の
文
武
両
道

東
筑
会
会
員

の
皆
様
に
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
で
ご
活
躍
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
校
に
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
も
本
校
に
着
任
し
て

二
年
日
を
迎
え
ま
し
た
。

着
任
当
初
、

東
筑
生
の
擦
と
し
た
清
々
し
さ
に

「さ
す
が
名
門
東
筑
」
と
感
銘

し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す

。

今
年
は
、
志
を
高
く
掲
げ
て
日
々

逝
進
す
る
生
徒
諸
君
の
姿
に

、

ま
す
ま
す
そ
の
感
を
深
め
る
毎
日

で
す
。

ま
た
、
着
任
当
初
に
高
山
会

長
か
ら

「あ
な
た
の
思
う
と

お
り
に
や
り
な
さ
い

。

そ
し
て
、
東
筑
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん

で
く
れ
。

」
と
い
う
言

葉
を
い
た
だ
き
、
東
筑
会
の
懐
の
深
さ
に

も
感
銘
を
覚
え
ま
し
た

。

ど
こ
ま
で
新
し
い
風
を
吹
き
込
む
こ
と

が
で
き
た
か
心
許
な
い
而
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
ご
期
待
に
添

え
る
よ
う
精

一
杯
務
め
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
は
、

「本
気
の
文
武
両
道
を
実
践
し
て
、
進
学

実
績
・
部
活
動
実
績
を
と
も
に
伸
ば
す
」
「
日
々
の
教
育
活
動
を

通
し
て
、
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
生
徒
を
育
て
る
」

「S
S
H

事
業
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
融
合
を
図
る
」
の
三
つ
を
教
育
目
標
に

掲
げ
、
東
筑
高
校
が
さ
ら
に
躍
進
す
る
よ
う
教
職
員一
同
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
、
本
校
の
勢
い
は
県
下
に
と
ど
ま
ら

ず
全
国
へ
と
及
ん
で
い
ま
す
。

難
関
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
大
学

合
格
者
数
の
増
加
、
入
試
倍
率
の
上
昇
に
見
ら
れ
る
人
気
の
高
ま

り
、
九
州
大
会
や
全
国
大
会
に
出
場
す
る
多
く
の
部
活
動
の
活
躍

学
校
長

花

岡

俊

彦

な
ど
が
、
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
文

部
科
学
省
指
定
の
ス

ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク

ー
ル

（S
S

H

）
事
業
が
三
年
目
を
迎
え
ま
す
。

国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
後

藤
顕
一
総
括
研
究
官
か
ら
は
、

「東
筑
高
校
の
S
S
H

は
、
い
ま

固
が
進
め
て
い
る
教
育
改
革
の
先
駈
け
と
な
る
先
進
的
な
取
組
で
、

大
変
関
心
を
持
っ

て
い
ま
す
o

」と
の
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

生
徒
諸
君
は
「
本
気
の
文
武
両
道
」
の
合
い
言
葉
の
も
と
、
勉

強
に
部
活
動
に
学
校
行
事
に
と

一
所
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
校
生
徒
の
九
割
近
く
が
部
活
動
に
所
属
し
、
ほ
と
ん
ど
の
部
が

県
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
末
に
は
高
校
体
育
連
盟
学

校
表
彰
で
優
勝
を
果
た
し
、
公
立
・
私

立
を
含
め
た
県
内
す
べ
て

の
高
校
の
な
か
で
、
運
動
部
が
最
も
活
躍
し
た
学
校
と
し
て
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

春
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
部
が
全
国
選
抜
大
会
に
出
場

し
大
活
躍
し
ま
し
た
。

こ
の
夏
に
は
、
運
動
部
で
は
陸
上
部
、
ボ
ー

ト
部
、
総
合
部

（
空手
道
、
馬
術
）
が
九
州
大
会
・
全
国
大
会
に

出
場
、
文
化
部
で
は
将
棋
部
と
囲
碁
部
が
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

す
。

野
球
部
も
昨
年
に
引
き
続
き
県
大
会
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト

8

の
成
績
で
存
在
感
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

東
筑
生
た
ち
は
長
い
伝
統
に
培
わ
れ
た
校
風
を
脈
々
と
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
溌
刺
と
学
校
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
東
筑
高
校
は
今

も
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
で
い
ま
す
。

ど
う
か

、

東
筑
生
諸
君
の
今

後
の
更
な
る
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
筑
会
の
皆
様
の
母
校
に
寄
せ
る
熱

い
想
い
に
応
え
る
べ
く
、
教
職
員

一
同
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

待
望
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

東
筑
高
校
の
バ
リ
ア
フ
リ
1

化
推
進
の
た
め
、
管
理
棟

新
築
時
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
用
ス
ペ
ー
ス
は
確
保
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
、
県
の予
算
が
付
き
、
エ
レ
ベー
タ
ー

本
体
設
置
の
運
び
と
な
り
ま
し
た。

今
ま
で
は
高
齢
の
外
来
者
な
ど
に
ご
不
自
由
を
お
掛
け

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば

幸
い
に
思
い
ま
す
。

平
成
幻
年
8

月
お
日
竣
工

（
工
事期
間
・
約
3

カ
月

）

（株
）
日
本
オ
！

チ
ス
・
エ
レ
ベ
ー

タ
社
製

扉
の
色
ス
ク
ー
ル
カ
ラ

i

の
え
ん
じ
色

.... 『

厄己

員
一
一μ
名

徴
・
内
部
に
て
す
り
を
設
置
／
押
し
ボ
タ
ン
は
低
め

の
位
置
で
左
右
に
配
置
な
ど
、
使
う
人
に
優

し
い
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

特
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…
（
皇
射
一
向
、
法
人
家
筑
奨
学
会
支
援
の
お
願
い
事
務
局
…

〒
8

0

7
1
0
8
3

1

j

一
財
団
法
人
「
東
筑
奨
学
会
」
は
昭
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

o

北
九
州
市
八
幡
西
区則
松

U

（
和
国
年6
月
に
、
学
校
法
人
東
筑
学
な
お

、

ご
承
知
の
と
お
り
新
公
益

二
丁
目
2

香
川A
号
九

一
館
の
解
散
後
の
残
余
財
産
を
基
礎
と
法
人
制
度
が
施

行

さ
れ
、
平
成
初
年
福
岡
県
立
東
筑
高
等

学
校
東
筑
会
館
内
一

～
し
、
同
窓
会
、
P

T

A
及
び
地
域
有

4

月
1

日
よ
り

一
般
財
団
法
人
と
句
詰

0
9
3

1

6
0
3

1

6
8

1

5
L

A
志
の
方
々
の
ご
寄
附
を
基
本
金
と
し
し
て
ス
タ

ー
ト

し
ま
し
た
が
、
種
々
べ

…
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
設
立
の
の

制
約
を
乗
越
え
平
成
幻
年

4
月

※

奨
学
基
金
へ
の
ご
寄

付
は
、
…

U
趣
旨
は
「
経
済
社
会
の
激
変
、
グ
ロ1
1

日
よ
り
公
益
財
団
法
人
東
筑
奨
左
記
へ
振
込
み
く
だ
さ
い
ま
す

γ

～
パ
ル化
に
伴
う
、
近
年
思
想
の
著
し
学
会
と
し
て
再
ス
タ

ー
ト

し
ま
し
ょ
う
お
願
い

申

し
上
げ
ま
す
。
～

γ
い
混
迷
の
中
に
あ
っ
て

、

心
身
と
も
た

。

そ
の
結
果
、
皆
さ
ん
に
ご
支
援

I
l
l
i－
－

γ

L

に
発
展
途
上
に
あ
る
子
弟
の
学
校
教
い
た
だ
く
寄
附
金
は
公
益
財
団
法
一

一

～
育
並
び
に社
会
教
育
が
主
要
で
あ
人
東
筑
奨
学
会
の
領

収
書
を
添
付
一
福
岡
銀
行
折
尾
支
店

一
～

…
る
」
と
の
観
点
か
ら
、

福
岡
県
立
東
す
れ
ば
皆
さ
ん
の
所
得
金
額
か
ら
一
普
通
預
金
1
3
2

1
8
6
4

一
（

γ
筑
高
等
学
校
の
教
育
の
充
実
と
健
全
税
法
で
規
定
さ
れ
た
金
額
が
控
除
一
公
益
財
団
法
人
東
筑
奨
学
会

一
γ

～
な
る
校
風
の
振
興
を
援
助
し

、

併
せ
さ
れ
ま
す

。

一
西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
折
尾
支
店

一
～

一
て
北
九州
地
区
の
教
育
の
振
興
に
寄
又
、
個
人
が
土

地
、
建
物

、

株
式
一
普
通
預
金
1
7
3
5

1
0
6

一
（

U
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

。

な
ど
の
資
産
を
法
人
に
寄

付

し
た
一
公
益
財
団
法
人
東
筑
奨
学
会

一
γ

へ
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は

、

在
校
場
合
に
は

、

こ
れ
ら
の
資
産
は
寄
付
「
l
i
l
－
－
l
i
l
i
－
－
－
－
－

L

バ
生
に
奨
学
金
を
支
給
し

、

或
い
は
生
時
の
時

価
で
譲
渡
が
あ
っ
た
も
の

一
徒
川
範
と
な
る
者
に
対
し
て
卒
業
時
と
み
な
さ
れ

、

こ
れ
ら
の
資
産
の
取
平
成
お
年
度
寄
付
者
（
敬
称
略
）
一

へ
に

一「
念
品
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

学
業
得
か
ら
寄

付
時
ま
で
の
値
上
が
り

一
成
績
が
特
に
優
れ
た
者

、

部
活
動
で
益
に

対

し
て
所
得
税
が
課
税
さ
れ
岡
垣
東
筑
会
一

～
全
国
大
会
優
勝

、

ま
た
は
こ
れ
に
準
ま
す
。
た
だ
し

、

こ
れ
ら
の
資
産
を
宗
像
東
筑
会
』

…
ず
る
成
績
を
あ
げ
た
者
、
三
年
間
を
公
益
法
人

等
に
寄
付

し
た
場
合
に
フ
レ
ン
ド
リ
1
鞍
手
町
東
筑
会
（

司
通
じ
て
皆
勤
し
た
者
が
対
象
と
な
っ
お
い
て

、

そ
の
寄
附

金
が
教
育
又
土ー
水
巻
東
筑
会

L

L
て
い
ま
す
。

科
学
の
振
興

、

文
化
の
向
上

、

社
会
ふ
く
お
か
東
筑
会
～

～
今
後

、

東
筑
高
等
学
校
も
百
年
の
福
祉
へ
の

貢
献

、

そ
の
他
公
益
の
増

イ

宮
董
（
同
期
）

へ
歴
史
の
大
き
な
節
目
を
経
て

、

新
た
進
に
著
し
く
寄
与
す
る
こ
と
な
ど

j

東
筑
会
総
会
時

～
な
世
紀
に
歩
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
二
疋
の
要
件
北
消
た
す
も
の
と
し

P
T
A
－
母
の
会
～

～
本
奨
学
会
も
、
時
代
の
進
展
に
応
じ
て
国
税
庁
長
室
の
不
認
を
受
け
た

へ
て
、
事
業
内
容
を
更
に
精
選
充
実
し
、
と
き
ま
こ
の

1
寸
税
に
つJ
ド
芦
屋
東
仇
会
一

－k
l

u
f
ー
し
－

北
九
州
く
き
の
う
み
東
筑
会

～
東
筑
高
等
学
校
の
文
武
に
わ
た
一

f
l

私
と
ん
す
る
市
度
か
設
け
ら
れ
て
瓦
筑
高
校
創
期
会
～

～
興
の
た
め
に
活
動
い
た
し
犬
し
と
し
ま
す
勿
論
そ
の
資
産
の
取
得
価

L

へ
思
っ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
、
頂
ま
寄
す
主
と
な
り

、

寄
す
金
空
ミ
広
島
東
伊
会
～

一
皆
様
に
物
心
に
わ
た
る
ご
支
援
を
お
り
ん
川
象

U
な
り
ま
す
o
f
f

w

豊
倉
辰
志
（
貯
期
）

…

卒
業
生
（
氏
名
不
詳
）

Y

L
願
い
し
ま
す
。

～

二
十

一
世
紀
を
担
う
に
足
る
有
徳
公
益
財
団
法
人
東
筑
奨
学
会
卒
業
生
一
白

一同
郷
地
区
東
筑
会
）
）

ベ
の
青
年
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
東
理
事
長

小

野
晃
寄
付
金
総
額
へ

一
筑
高
等
学
校
の
今
後
の
更
な
る
発
展

l
，

1
4

8
，

9
5

6

円

（皆
川

）
一

へ
を

期
し
て
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解

L

P
J
’／
－
／J
’
／
，
／
’
d
F，
／，／
，
／
，
／
－
／
，
／
，
／

，／
－
／
－
／
－
／
，
／
－
／
’

d
F，／
，
／
，
／
，
／
，
／
’

dF，
／
’
d
F，
／
－
／
，
／

－d
F－
／
－
／
－
／
－
／
’

d
fdF’dF，
／
，
／
，／
－
／
，
／
，
／
，
／

」
九

ア
位
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三量二
I二E

東
筑
高
等
学
校
同
窓
会
の
総
会

・

懇
親
会
が
平
成
幻

年
6

月
6

日
（
土
）
に
北
九
州
八
幡
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

…

日
時
か
ら
万
葉
の
聞
に
て
総
会
が
聞
か
れ
ま
し
た

。

開
会
の
辞
に
続
い
て
、
高
山
会
長
、
花
開
校
長
が
ご
挨

拶
さ
れ

、

来
賓
の
小
野
東
筑
奨
学
会
理
事
長
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
山
会
長
を
議
長
に
選
出
し
て
、
議
案
の

審
議
と
な
り
、
平
成
部
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算

報
告
、
監
査
報
告
、
お
よ
び
平
成
幻
年
度
事
業
計
画
案
、川

収
支
予
算
案
、
会
長
選
任
で
高
山
会
長
の
選
任
、
が
意

義
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

…

総
会
終
了
後
の
同
時
か
ら
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

i

ル
に
て

懇
親
会
が
催
さ
れ
ま
し
た

。
「胸
に
刻
み
し
東
筑
魂
j

こ
ろ

よ
し
ゃ
幾
歳
過
ぎ
ぬ
と
も
東
筑
魂
は
ひ
と
つ
ま

つ

友
あ
れ
ば
j
」
の
テ
l
マ
の
も
と
、
全
国
各
地
か
ら
集

合
し
た
約
l

，

2
0
0

名
の
同
窓
生
が
旧
交
を
あ
た
た

め
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

と
の
方
も
ま
だ
ま
だ
話
し

足
り
な
い
桜
子
で
し
た
が
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
、

閉
会
の
こ
と
ば
と
と
も
に
笑
顔
で
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。

…

嘗
岡山
刷
会
冒
慣
をEE
E
麿
選
怪

総会報平成27年度平
成
幻
年
度
事
業
計
画

会
則
第
2

条
（
本
会
の
目
的
）

下
記
の
事
業
を
行
う。

達
成
の
た
め
、
平
成
訂
年
度
は

①
母
校
発
展
の
た
め
、
教
職
員

・

生
徒
・
父
母
と
の
密
接
な

連
携
・
グ
ロ
ー

バ
ル
ジ
ニ
ア
ス
研
修
、
囲
内
ジ
ニ
ア
ス
研
修
の

支
援

・

卒
業
生
に
よ
る
講
演
会
の
講
師
協
力
・
図
書
館
の

充
実

②
各
地
区
東
筑
会
と
の
連
携
強
化

③
組
織
綱
の
強
化

（組
織
委
員
会
）

④
年
会
費
の
納
入
促
進

（財
務
委
員
会
）

⑤
東
筑
会
報

（第
お
号
）
の
発
行

（
会報
委
員
会
）

⑥
東
筑
会
館
史
料
展
示
室
の
整
備

一般会計決算書

白平成26年 5 月 1 日
至 平成27年 4 月 301:1

1f 目 決 雪草 制a 考

斜1 越 金 2 315,688 

入 fズ、 金 5,304,800 
4β00 × 1,109人 （ 113· 114ｷ 115月］）
休転学•18,400

ぷ＂＇入ミ 費 1,810,0CO 2,0CO × 89 1人 ·4,000 × 7 人

名簿収入 1629 600 4,2CD x 388人（ 113）羽生）

寄 付 メミト三 50,0CO 豊倉辰志氏より 50,000

基本金より 2,000,0CO 

~ift J[Sl 入 85299 22 · 25{1三度版名簿、預金利息他

言｜ 13195,387 

平成26年度

入〕〔収

平成27年度

!j!t ｜ヨ 予 ~: fiili 考

越 1，、L』 2,975,450 

入 4s、' 辺ノ＼三 4,929.600 4.800 × 1,027人 (1 14 · 115ｷ 116）切）

ぷZミ〉、 型t 6,6（口.000 2,000ﾗ3,3C D人

名簿収入 。

;irr Jl;Z 入 30,000 預金利息他

言｜ 14,535,050 

一般会計予算書

自平成27年 5 月 1 日
至 平成2s,r.:4 月 30 日入〕〔収 出

強 日 f)t $:-1 t柿 考

ぷヱコ〉ミ、 望t l 000,000 当番JVJ (85 矧）へ

ぷ-:i、' 議 '!41’ 130 726 議案書、各種会議案内状等
吾日c ノ，己s、、 r口l" 丑主I主l 214,164 卒業証書入れ（アルバム式）
ぷZミ〉、 報 '·f.'!i’ 3 321561 会報、 封筒、振込用紙印刷、会報郵送料
晶E鳴す: 弔 '{..l/’ 407,052 各地区東筑会、学校行事祝儀等

旅費交通費 136,000 各地区東筑会総会出席

会館管理費 82836 休祝日、時間外手当

事務局費 電話電気料、通信費、プロパイ ダー
943,611 料、 コピー機 リース料、事務室使用

料、 HP サーバー料、コピー機トナー
振替手数料 104,728 会~Ji娠込手数料

賃 金 1650 000 事務局員

教育振興費 2229259 
母校教育振興・定期野球大会生徒派遣
補助金・図書館の充実

i!；主 本 ノ2、｣ 0 i!；~本金会青｜へ

予 制t 費 。

言1・ 10,219,937 

差し引き残高 2975450 次｛j三j支へ繰越

〔支

出〕

!Jli 目 予 雪事 制H 考

主堂、 ぷZズ〉、 !/Ji’ 1,000,000 当香川（86WJ ） へ

ぷ＂＇》z、 E義 まt’ 150000 議案昔、各砲会議案内状等

号Hコし ；メ百、、 1口＂＇ Y:i 2αJ,000 卒業証皆入れ（アルバム式）
メ±，；、 '"'1 3,350000 会報、封筒、振込用紙印刷、会報郵送車｜

ffi". 型I 450,000 各地区東筑会、学校行事祝儀等

旅 1f 交通貨 200,000 各地区東筑会総会出席

会館管理 費 90,000 休祝日、時間外手当

事務局費 960,000 電話・電気料、通信費、プロパイダー
料、コピー機リース料、事務室使用料、
HP サーバーが｜

振替手数料 450,000 会~Ji振込手数料
2ノ＼,: 1,650,000 事務局員

教育振興費 2,100,000 
閉校教育振興 7E！早）野球大会ジニアス研
修補助金図書館の充実

基 本 ノ,Ji: 2,000,000 基本金会音｜へ

予 fiii) Y!t 1,935,050 

14,535,050 

〔支

東筑会会計監査報告

東1A会会長高 山 和 幸殿

このことについて、下記の通り報告します。

平成26年度

基本金会計決算書

自平成26年 5 月 l El 
至 平成27年 4 月 301:1

2主 目 金 信1 f旅 考

総： 越 ~ 22 610438 

副，J司＂！ 入 金 2.0000 コ :J 一般会計へ

刻L JI又 入 3,886 4,210 （預金利息） -324（残高証明智）

計 20,614,324 次五｜三度へ繰越

平成26年度

入〕〔収記

平成26年度「東筑会一般会計」「束筑会基本金会計Jについて、出納

1-Uょ ・証拠審類等を精査、照合したがi果、適正に処理されていることを

認めます。

ヰ＂ 1&:27ijo 5 月 ll El 

延 ⑫

徳 ⑪

定
光

野

主

矢

井

ぷ九き1-1:，七ポF
z，、 ＂ l 」w-_g__

ム宕 l ·li!叶手
コEて f’ l 』μ 」」ー
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：・新役員が決まりました・〕
6 月 6 日の総会に於て高山手口幸会長の留任が決定されま して、新年度役員 ・幹事 ・ 委員にげくの方々 が選出され

ました。 東筑会の更なる発展のためにご尽力お願いいたします。

( (Q)は常任幹事）
f宣 員

名誉会長 花岡俊彦 （母校校長） (46期） 日高英俊 ・加藤 正道 (81期）赤松 由隆・坂井浩司

lτ8 長 高山 手口幸 （56期） (47期） 石松英幸 ・村上 干潮 (82期） 初11森正茂・江口 11場啓

副 会長 高野利昭 （57期） (48期） 荒木 孝治・ 安部 一正 (83期） (Q)大藤安俊. (Q)徳永圭裕

,, 蹟田貴子 （65期） (49期） 永田 憲生 ・干111坪手IJ幸 (84期） 松尾 康徳・秋月 裕幸

,, 高崎徳彦（68期） (50期）葉山 ｜奇 ・ 高橋昭八郎 (85期） 横尾素道・ 山下耕太郎

,, 佐竹真人 （74期） (51期）江藤幹男 ・ 111 111奇八江子 (86期） 藤冨 誠吾 ・笹川 正秀

,, 福山岳彦（76期） (52期） 田代 栄一 ・成1育英子 (87期） 船元幸徳. J責i度 実和

幹 事長 長野 照 （56期） (53期） 小野 亨雄・松尾寄也 (88期） 柴田 泰山・田中良知

副幹事長 原田 美穂 （78期） (54期） 田中 静子 ・ 末吉 倫雄 (89期） 井上 亮 －松本 卓志

,, 中川靖啓 （79期） (55期） 大迫 ｜珪典・ 末松恒雄 (90期） 松尾智章 －小野山美緒

,, 小野裕和 （81期） (56期） 前田 義昭. (Q)安部久喜 (9H明） 桜井 康雅・福山 貴子

,, 村l森正茂 （82期） (57期）森 肇 . (Q)夜音fl栄子 (92期） 山部和範・加UMき敦子

1ヨス』 石干111 務（69期） (58期）須藤達一 ・ 川原晴美 (93期）平井 健・吉村知｜子

,, 江口暢啓 （82期） (59期） 木村久光・ 三好伸介 (94期） (Q)馬田智也. (Q)三原朝利

Iii;とI －オ＂＇て- 矢野定延 （55PJD (60期） (Q)有田秀明・森 スマ子 (95期）清本芳史－ 川野由香梨

ペン ,J-iニ主 光徳 （61期） (61期） (Q)古賀正博・中本正道 (96期） 司＝1i'1 寛 ・中村正江

特別顧問 小野 晃 （51期） (62Wl) ©栗田修一 ・｜よ｜住 道子 (97期） 111 口仲治・宮崎 手ヲ

it/Jl p,,~ 竹尾 HE (45期） (63期） J 11原克彦 ・井上俊子 (98期） 小早川知徳・貞清育恵

,, 日高 康（53期） (64期）池田隆吉 ・ 吉田 泰一 (99期） 藤田祥平 ・保月 昇子

,, 白石千春（58期） (65期） (Q)大橋憲市・ 吉田 清二 (lOOJ1Jj) 渡辺大樹・花田裕子

相談役 浜中茂足（43期） (66期） (Q)力D来久幸 ・小川 博幸 (101期）平田 臆司－和田早紀子

,, 樋高龍治 （53期） (67期） 後田広治・ 黒川正幸 (102期）柴岡 秀年・坂本 一子

ペン 三原朝彦 （64期） (68期） 桜井日出也・田島 武 (103期） 山下 浩平 ・ 大田 美子

事務局長 小川邦彦（77期） (69期）末吉 信之 ・田中 居者美 (1似期）江田浩昭・斉藤純子

事務次長 富永敏郎 （72期） (70期） 須藤正樹・ 演田 泉

,, 増本俊記（85期） (71期）石丸靖彦 ・ 三宅正輝 各委員会

事務局 日模様 泰尊（65期） (72期）長畑｜ 重弘 . (Q)草野克也 組織委員長 日高 教夫（64期）

(73期） 大峯 ー純・南野 義明 会報委員長青野元昭 （70期）

幹 事 (74期） 堀江恵美子・佐竹 真人 財務委員長 三宅 正輝 （71期）

(39期） 万根博愛 (75期） 阿高杭｜憲 ・奥田尚弘

(41期） 佐藤通泰 (76期） 竹内 容子 ・ 菊竹 史郎
お願い

(42期）木下秋雄・吉田 繁美 (77期） 太田清治. {r巨 lli奇 康司 代表幹事が交代する場’合は同期

(43期）古川 重美 (78期）吉松秀»：ft で打合せのうえ、後任者を事務局

(44期）滝iiwi ｜噂志 (79期）中川 靖啓 . (Q)藤井潤
長にお届け下さい。

不活幹事は運営に支障をきたす
(45期） 井川 恒利 (80期） 天野浩文・江口 ’｜舌 ことが予想されます。
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去
る
6

月
6

日
の
東
筑
会
懇
親
会
に

て
、
出
期
の
泉
先
輩
よ
り
当
番
期
の

「
棒」
を
受
け
継
ぎ
ま
し
た
。

例
年
、
総
会
・
懇
親
会
の
運

営
は
素

晴
ら
し
く
、
特
に
終
盤
の

「応
援
団
」

と
「
校
歌
斉
唱
」
に
は
、
毎
年
毎
年
感

動
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ

我
々
部
期
が
当
番
期
と
な
り
、
こ

の
大

役
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
る
と

思
う
と
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す

。

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
総
会
・

懇
親
会
を
企
画
運
営
で
き
る
か
ど
う
か
、

不
安
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
輩
方
が

脈
々
と
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
史
と
伝
統
、

「文
武
両
道
」
「
質
実
剛
健
」
の
精
神
を

し
っ
か
り
と
引
継
ぎ
、
そ
し
て
後
輩
た

当
番
期
を
終
え
て

去
る
6

月
6

日
の
同
窓
会
総
会
・
懇

親
会
で
は
、
母
校
東
筑
高
等
学
校
を
は

じ
め
、
思
師
の
先
生
方
や
数
多
く
の
皆

様
の
お
力
添
え
に
よ
り
無
事
盛
会
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
そ
れ
ま
で
の

準
備
の
期
間
中
も
、
当
番
期
活
動
に
数

多
く
の
励
ま
し
の
お

言
葉
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

重
ね
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。5

月
に
行
わ
れ
ま
し
た
ゴ
ル
フ
会
で

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
皆
様
の
力
強

い
プ
レ
！

と
、
同
級
生
と
の
再
会
を
楽

し
む
皆
様
の
笑
顔
を
拝
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

更
に
は
各
地
で
の
地
域

東
筑
会
へ
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
先
輩

諸
氏
か
ら

心
温
ま
る
お
一言
葉
を
頂
戴
し

当
番
期
を
迎
え
て

ま
し
た
。

ど
れ
も
こ
れ
も
私
ど
も
当
番

期
に
と
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
6

月
、
創
期
の
先
輩
方
の
運

営
さ
れ
る
素
晴
ら
し
い
懇
親
会
を
目
の

当
り
に
し
、
白
信
を
喪
失
し
て
、
見
様

見
真
似
の
1

年
間
で
し
た
。

し
か
し
同

級
生
と
は
不
思
議
な
も
の
で
、
初
年
間

の
空
白
期
間
を
あ
っ
と
い
う
聞
に
乗
り

越
え
、
自
信
な
ど
全
く
無
か
っ
た
高
校

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
で
も

あ
の
時
と
は
違
う

、
少
し
ば
か
り
大
人

に
な
っ
た
自
信
と
い
う
か
、

「み
ん
な

で
頑
張
れ
ば
何
と
か
な
る
さ
」
と
い
う
、

妙
な
大
人
の
開
き
直
り
の
1

年
間
だ
っ

た
様
な
気
が
し
ま
す
。

ち
へ
繋
い
で
い
け
る
よ
う

、

部
期
一
同

、

精
一
杯
、
当
番
期
と
し
て
の
役
割
を
全

う
し
て
い
く
所
存
で
す
。

同
窓
の
皆
様

に
は
温
か
い
ご
指
導
と
ご
支
援
、
ご
協

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
番
期
と
し
て
、
北
は
北
海

道
東
筑
会
か
ら
、
南
は
ひ
の
く
に
東
筑

会
ま
で
、
日
本

全
国
の
地
域
東
筑
会
に

も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

全
国
津
々

浦
々
、
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先

輩
方
や
後
輩
諸
君
に
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
例
年
5

月
の
東
筑
会
ゴ
ル
フ

大
会
は
、
年
々
盛
り
上
が
り
を
増
し
て

き
で
お
り
ま
す
。

来
年
も
楽
し
く
賑
や

か
な
コ
ン
ペ
に
な
る
よ
う
、
万
全
の
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
沢
山

出
期
会
長

泉

裕
司

先
日
、
当
番
期
活
動
を
終
え
て
か
ら

も
毎
月
同
期
会
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う

日
期
の
先
輩
か
ら
、
「
あ
ん
た
達
も

（当
番
期
を
終
え
た
）
こ
れ
か
ら
が
本

当
の
同
級
生
ば
い
」
と
い
う
お
言
葉
を

頂
戴
し
ま
し
た
。

当
番
期
活
動
と
い
う

、

こ
れ
か
ら
の

「き
っ
か
け

」
を
お
与
え

頂
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。末

筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
東
筑
会
の

益
々
の
ご
発
展
並
び
に
会
員
皆
様
方
の

ご
健
康
と
、
前
期
の
皆
様
の
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

前
期
会
長

岩
男

岡リ

の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

母
校
を
卒
業
し
て
却
年
近
く
が
経
ち
、

羽
歳
半
ば
に
し
て
当
番
期
を
迎
え
ま
す。

人
生
ど
真
ん
中
に
し
て
、
青
春
ど
真
ん

中
を
一
緒
に
過
ご
し
た
仲
間
と
再
会
で

き
る

。

ま
た
、
時
代
を
超
え
て
先
輩
、

後
輩
達
と
東
筑
高
校
の
歴
史
と
伝
統
を

再
確
認
で
き
る
。

こ
ん
な
素
敵
な
機
会

を
戴
い
た
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
部

期
一
同
、
心
を

一
つ
に
し
っ
か
り
と
準

備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

来
年
度
の
東
筑
会
総
会
・
懇
親
会
へ

の
皆
様
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

団体の部

優勝

3 位

個人の部

．グランドシニアの部［～ 61 期］

優勝小川哲朗（58 期）

準優勝 岡住 奏（58 期）

3 位荒牧 靖（61 期）

．シニアの音I) [62 期～ 71 期］

優勝荒井泰守ft (69 期）

準優勝 山本隆志（71 期）

3位山口修平（65 期）

．一般の部 ［72 期～］

優勝村上修一 （81 期）

準優勝 小野裕和（81 期）

3 位小屋町法之（72 期）

4砂

．レディースの部

優勝花田多都子（57 期）

準優勝 野原似校（58 期）

3位小川三穂子（58 期）

皆様のおかげで怪我人や体調不良者

もなく 、無事にゴルフ大会を終えまし

たことを報告させていただきます。 あ

りがとうございました。

85期東筑ゴルフ大会委員長

東筑会ゴルフ大会成績

57 期準優勝58 期

61 期

第32回

1

－
、

「
片
オ
ペ

f
 

ノョ、

キド

さる 5 月 8 日（金）に、若宮市の『ザ・

クラシックゴルフ｛具楽部J にて、第

32 回東筑会ゴルフ大会を開催いたし

ました。 当日は晴天・微風というゴル

フ日和の中 、 43 期から 96 期までの総

勢 231 名にご参加し、ただき、大変盛況

なゴルフ大会となりました。

ザ・クラシックゴルフ倶楽部のダブ

ルペリア方式で、ハンデイキャップを算

定し、成績を集計いたしました。 優勝

トロフイー争奪の団体戦におきまして

は、 優勝から 5 位までが 4 ポイント差

にひしめく大接戦となりました。 ここ

に大会成績を発表させていただきます。

入賞されました皆様方には、心よりお

祝い Ei'I し上げます。

4砂

(i/jk称Ill各）
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第
二
次
高
山
執
行
部
に
お
い
て
再
び
財
務
委
員
長
を
拝
命
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
委
員
会
の
ご
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

「
東
筑
会
の
会
費
納
入
の
あ
り
方
を
検
討
せ
よ
」

と
い
う
の
が
引
き
続
き
ご
指
名
を
い
た
だ
い
た
理
由
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

「
終
身
会
員
（
会
費
）
制
度
の
創
設
を
念
頭
に
置い
て
検
討
し

て
欲
し
い
」
と

い
う
高
山
会
長
の
ご
指
示
を
受
け
、
こ
の
命
題
を
考
え
て
い
ま
す
。

検
討
事
項
は
多
岐
に
わ
た
り
、
重
要
か
つ
難
問
で
あ
る
た
め
本
委
員
会
が
ど

れ
だ
け
お
役
に
た
て
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

出
来
る
範
闘
で
力
を
尽
く
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
の
お
力
添
え
、
ご
助
言
と
今
し
ば
ら
く
の
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

東
筑
会
の
安
定
か
つ
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
、
会
費
納
入
に
つ
い
て
会
員
の

皆
様
方
の
あ
と
少
し
、
あ
と
少
し
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

組
織
網
の
強
化
を
め
ざ
し
て

組
織
委
員
長

日
高

教
夫

（臼
期
）

－

T

を
活
用
し
た
東
筑
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
l

こ
れ
ま
で
同
窓
生
相
互
の
連
絡
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
会
員
名
簿
が

個
人
情
報
等
の
保
護
の
為
発
行
を
や
め
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
相
当
数
の
住

所
不
明
者
が
出
る
の
で
は
と
思
わ
れ
ま
す
。
各
期
幹
事
の
皆
様
に
は
同
期
生
の

住
所
の
把
握
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
は
東
筑
会
ホ
ー

ム
ペ
l

ジ
に
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ベ
1

ジ
を
作
り
、
同
窓
会
活
動
や
各
期

の
活
動
が
よ
り
一
層
活
性
化
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応
し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
東
筑
会
の

情
報
が
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
東
筑
会
を
活
発
に
！

地
域
に
根
ざ
し
た
各
地
の
東
筑
会
活
動
こ
そ
、
他
校
同
窓

会
と
違
っ
た
強
み

で
あ
り
百
二
十
年
余
り
の
伝
統
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

終
身
会
員
（
会
費
）
制
度
の
創
設
を
検
討
中

財
務
委
員
長

宅
正
輝
（
礼
期
）

読
み
や
す
く
、
活
力
あ
る
「
東
筑
会
報
」
の

紙
商
つ
く
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

会
報
委
員
長

三主三
円

（初
期
）

野
元

日百

皆
様
に
は
、
東
筑
会
報
の
案
内
の
充
実
の
た
め
に
、
多
く
の
投
稿
を
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
や
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
い
つ
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

「
文
武
両
道
」
や
「
質
実
剛
健
」
と
い
う
東
筑
の
伝
統
が
し
っ
か
り
と
受
け
継

が
れ
て
い
る
現
在
の
母
校
の
根
子
か
ら
、
東
筑
会
の
組
織
活
動
、
各
地
区
だ
よ
り
、

各
期
だ
よ
り
等
を
提
供
し
て
い
ま
す

、

年
々
投
稿
も
増
え
て
き
て
お
り
、
東
筑

会
同
窓
の
深
い
粋
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
私
の
他
、
柳
本
昭
子
（
河
期
）
、
石
井
紀
子

（剖
期
）、
貞
末
敏
郎
（町
期
）
で
す
。
読
み
や
すく
、
活
力
あ
る
紙
面
に
な
る
よ

う
に
、

4

名
で
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

............................................. 
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ワ
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l
2
1
6

3
8

5
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u
μ
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印
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M
m
u
m

幻
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u
h

’
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一

一
ノ
ヱ

同
「
l
i
l
l
l
i
－
－
－
ー
ー
ー
！

ー
ー
ー
l
i
l
i
－
－
－
一
τ
5

の

送
一
幻
付
灯
明
記
臼
ω
η
ω

鈎
∞
∞
河
川
出
河
川
∞
n
ω
m
A
U
ω
ω
ω

一
藤
和
主

党
一
；
4

t

f
L

f
r
f
r

i
f
f
t
u

筑
部
変
幻
主
従
訂
筑
託
公
一

実
実
胆

凶
「l
i
l
l
－
－
I
l
l
i
－
－
i
l
－
－
I
l
l
i－
－
－1
1
1－
－
L
入
入
減

月
一
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1

2
3
4
5
6
7
8

一
W
N

凶

日
向
い
μ
い
同
い
い
い
川
い
い

μ
H
H
H
h
h
い
何
同
h
E
即
ι

則
寸
I
l
l
i

－
－
－
－

I
l
l
i

－
－

1
1
1
1

－
ー
ー
バ

1
I
l

－
－
」
年
年
か

作
十
一
一
良

U
ワ
臼
住

ル
サ
一
一

1
ょ
っ

U
H
口

h
μ
卜
i
l－
－
I
l
l
i－
－
I
l
l
l1
11
11
1
1
1I
l
ll
1
1
1
I
lll
11
1
1
11
1
11
1
1
1
1
1
1
11
l
i
l

－
－
－
戸
「

引
叶
口

Ul
i
l
i

－
－

－

U

叶
J
引
川
J
Hパ
ー
リ
1

川

J
川
什l
リ
川l
リ
1
J川
｜
リ
川
l

川
l

イ
H
I
l
l－
リ
叶
i
l
l－
－
川
l

叶
日
王

、
＼
二
1
i

1
i

q
J
q
u
R
υ

司
d
q
，
ん
に

J
F
h
υ
η
l
n
u
q
d

「
D
1
i
p
u

－
－

P
U
B

－

、
一

i
L

e

L

t

t

，
‘

t
d
l
l

’

l

H
1
2
r
L
U
H

引

H
M

一
7
1
5

発
一

l

i

l

i

－
－

2

2

四
ト
一
成
成
成

田
一7
8
9
0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

引
引
U
平
平
平

行
列
I

1
1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
2
0
0
0

平成 26 年度

会報発送・年会費納入状況

母
校
合
格
近
況

平
成
幻
年
度
合
格
者

岡
田
園
園
福
岡
女
子
大

北
海
道
大
福
岡
県
立
大

3

東
北
大

3

一
そ
の
他
の
公立大
凶

茨
城
大

l

両
国
悶
悶
圃旧

筑
波
大

3

一
防
衛
大

8

千
葉
大

l

一
防
衛
医
科
大
2

東
京
大

4

扇
闘
固
圃
園
町

東
京
外
国
語
大
l

一
上
智
大

5

東
京
海
洋
大

l

一
慶
応
大

2

横
浜
国
立
大

l

一
国
際
基
督
教
大
l

岐
阜
大

l

一
駒
沢
大

l

名
古
屋
大

l

一
芝
浦
工
業
大
5

京
都
大

6

一
中
央
大

2

大
阪
大

口

一
津
田
塾
大

2

神
戸
大

7

一
東
京理
科
大
問

岡
山
大

2

一
日
本
大

3

広
島
大
問
一
法
政
大

6

山
口
大
口
一
明
治
大

3

徳
島
大

1

一
立
教
大

3

福
岡
教
育
大
口
一
早
稲
田
大

7

九
州
大
印

一
自
治
医
大

l

九
州
工
業
大

ω
一
龍
谷
大

1

佐
賀
大
口
一
同
志
社
大
口

長
崎
大
げ
一
立
命
館
大
町

熊
本
大
乱
一
関
西
大

7

大
分
大

9

一
関
西
学
院
大
ω

宮
崎
大

3

一
近
畿
大

8

鹿
児
島
大

口

一
神
戸
薬
科
大
2

岡
目
固

刑

一
岡山理
科
大

2

判
戸
市立
外
国
語
大1
一
凶
南学
院
大
回

大
阪
府
立
大

l

一
九
州
産
業大

3

岡
山
県
立
大

l

一
福
岡
大
目

下
関
市
立
大

3

一
産
業医
科
大

ロ

北
九
州
市
立
大

凶
一そ
の
他
の
私
立
大ω

九
州
歯
科
大

3

一
2 276 

3 
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〈化
学
部
〉

・
第
臼
回
日
本
学
生
科
学
賞
福
岡
県
審
査

努
力
賞

各
平扉部
成大、壬

~i- ！覇
立 t 強
日を、』4
JJ！掲，， u

在載

〈囲
碁
部
〉

・

第
羽
田
全
九
州
高
校
囲
碁
選
手
権
大
会

女
子
団
体
2

位

・
第
四
国
文
部
科
学
大
臣
杯
全
国
高
校
囲
碁

選
手
権
大
会
県
大
会

男
子
団
体
2

位
・
3

位

女
子
団
体
1

位

－
第
却
回
全
国
高
総
文
祭
囲
碁
部
門
（
滋

賀
大
会
）
県
予
選

男
子
団
体
1

位

〈将
棋
部
〉

・
第
れ
岡
県
高
文
連
新
人
大
会

女
子
個
人
優
勝
・

2

位

．
第
辺
岡
県
高
文
述
選
手
権
大
会

女
子
団
体
優
勝

男
子
個
人
A
－

B

各
々
2

位

〈吹
奏
楽
部
〉

・
県
高
総
文
祭
県
大
会
優
秀
賞

－
第
8

田
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

銀
賞

・
平
成
幻
年
度
県
コ
ン
クー
ル

銀
』三L

〈
書
道部
〉

・
西
日
本
新
聞
書
道
之
友
展20
1

4

特
選
・
奨
励
賞

〈
美術
部
〉

・
第
話
回
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

優
秀
賞

・

特
選
・
入
選

〈物
理
部
〉

・
第
回
回
日
本
学
生
科
学
賞
祈
岡
県
審
査

優
秀
賞

〈
生
物
部
〉

・
第
回
回日
本
学
生
科
学
賞
福
岡
県
審
査

最
優
秀
賞

・
第
お
回
バ
イ
オ
甲
子
園2
0
1
4

入
賞

．

三
学
会
合
同
福
岡
大
会
ポ
ス
ター
発
表

俊
秀
賞

・

s
S
H

生
殖
研
究
発
表
大
会

奨
励
賞

<ESS

>

・
第
日
田
県
高
校
英
語
デ
イ
ベl
ト

大
会

3

位

〈
総
合
部
〉

・
第
ω
回
国
体
馬
術
競
技
7

位

－
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
休
リ
ハー
サ
ル
大
会

第
山
競
技
ダ
ー

ビ
ー

競
技
3

位

－
第
却
回
県
高
校
総
合
文化
祭

合
唱
部
門
・
ピ
アノ
独奏
各
々

優
秀
賞

．
第
日
回
シ
ョ
パ
ン
コ
ン
クー
ル
m
A
S
I
A

福
岡
地
区
大
会
金
賞

・

平
成
幻
年
度
県
高
校
総
休
（空
手
）

男
子
個
人
形

3

位

・
第
臼
回全
九
州
高
校
大
会
県
予
選
会（空
手
）

男
子
個
人
形

3

位

〈バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
〉

．
平
成
初
年
度
新
人
大
会

男
子
県
大
会
ベ
ス
ト
8

女
子
県
大
会
出
場

－
平
成
幻
年
度
高
校
総
休
予
選

男
子
県
大
会
ベ
ス
ト
8

〈バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部〉

．
平
成
幻
年
度
全
国
高
校
総
体
県
予
選
会

男
子
・
女
子
共
に
出
場

－
平
成
幻年
度
天
皇
杯
・
皇
后
杯

福
岡
県
ラ
ウ
ン
ド

女
子
・
男
子
共
に
ベ
スト
8

〈
野
球
部
〉

・
第
肝
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
福
岡
大

会
ベ
ス
ト
8

〈
ボー
ト
部
〉

・

第
羽
田
全
国
高
校
選
抜
大
会

女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

・
J
O

C

ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ

第
日
回全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
沼
位

．
第
的
回
国
体

女
子
舵
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
ベ
ス
ト
日

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
出

場

－
第
臼回
九
州
朝
日
レ
ガ
ッ
タ

男
子
舵
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

1

位

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
2

位

女
子
舵
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル

2

位

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
2

位

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

1

位

－
平
成
幻
年
度
全
九州
大
会
県
予
選
会

男
子
舵
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
・
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
各
々
1

位

女
子
舵
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル・ダ
ブ
ル
ス

カ
ル
各
々
1

位

－
平
成
幻
年
度
全
九州
大
会

女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
3

位

－
平
成
幻
年
度
国
休
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

高
校
総
体

少
年
少
女
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
2

位

（
国
体
出
場
決定
〕

－
平
成
幻
年
度
全
国
高
校
総
体

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
・
舵
手
付
ク
オ

ド
ル
プ
ル
・
女
子
舵
手
付
ク
ォ

ド
ル

プ
ル
準
々
決
勝
進
出

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

l古
j表f

7 
f立

〈陸
上
部
〉

・
第
羽
田
県
新
人
選
手
権
大
会

女
子
削M

－

m
M
－

4
x
m
M
R

各
々
優
勝

女
子
走
幅
跳

4

位

男
子
走
幅
跳
日
位

女
子
や
り
投
却
位

－
平
成
部
年
度
全
九
州
高
校
体
育
大
会
新人大
会

女
子
川
口

3

位

・
第
印
回
国
民
体
育
大
会

女
子
制μ
出
場

・
第
8

回
日
本
ユ
ー

ス
選
手
権
大
会

女
子
側M
5

位

・
第
的
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

女
子
制
灯
出
場

・
第
槌
回
全
国
高
校
対
校
選
手
権
北
九州

地
区
予
選
会

女
子
捌
幻
・
制
幻
優
勝

即
日
川
－mM
出
場

4
x

削
灯R
7

位
・
走
幅
跳
ロ
位

．
第
回
回
全
国高
校
対
校
選
手
権
県
予
選
会

女
子
m
M
－

m
M
・
側灯
各
々

優
勝

4
x
mM
R
3

位
・
走
幅
跳
2

位

や
り
投
出
場

男
子
加
幻
・
仰
れ・糊
口
・
側
口H

－

走
幅
跳
各
々
出
場

－
第
的
回
福
岡
県
選
手
権

4

×

m
M
R
6
位
・
三
段
跳

5

位

．
第
四
∞
回
全
国
高
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会

女
子
側
目
7

位

m
M出
場

・
平
成
幻
年
度
国
体
最
終
選
考
会

男
子
A

側
μ

出
場

B
m馴M
3

位

女
子
A

m
μ
8

位

A

側
日
出
場

B

走
幅
跳

7

位

〈
水
泳
部
〉

・
県
高
校
選
手
権
新
人
大
会

男
子
m
M
R・
川
口
m
M
自
由
形

削
れ
－m
幻

平
泳
ぎ
各
々
出
場

女
子
m
M
R－
m
Mメ
ド
レ
ー
R

印
日
平
泳
ぎ
・
回口
－

m
M自
由
形

回
れ
・
聞
い
川
バ
タ
フ
ラ
イ
・
回
口

背
泳
ぎ
各
々
出
場

〈山
岳
部
〉

・
平
成
羽
年
度
国
体
第
話
回
九州
ブ
ロ
ッ

ク
大
会

少
年
少
女
ボ
ル
ダリ
ン
グ

2

位

－

2
0
1
4

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
ふ
く
お
か

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
大
会

男
子
リ

l

ド

2

位
・
3

位

女
子
リ

l

ド

1

位
・
2

位
・
3

位

．
第
5

回
全
国
高
校
選
抜
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

選
手
権
大
会
出
場

－
第
叩
回
国
休
県予
選
会

女
子

3 
f立

〈
ラ
グ
ビー
部
〉

・

第
即
回全
九
州
新
人
大
会
県
予
選
会

2

位

・
第
幻
回全
九
州
新
人
大
会

4 
位

－
第
凶
回
全
国
選
抜
大会

出
場

1

勝
l

敗
l

分
け

．
平
成
幻
年
度
県
高
校
大会

ベ
ス
ト

8

〈バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
〉

．
平
成
訂
年
度
県
高
校
総
体
県
大
会

男
子
団
体

・

女
子
団
体

各
々
ベ
ス
ト
凶

〈
剣
道部
〉

・
平
成
訂
年
度
県
高
校
総
体
県
大
会

男
子
団
体
ベ
ス
ト

8

女
子
個
人
出
場

－
玉
竜
旗
大会

男
子
・
女
子
出
場

〈
柔
道
部
〉

・
平
成
部
年
度
県
高
校
新
入
大
会
県
大
会

男
子
団
体
出
場

男
子
個
人
目
同
ベ
ス

ト

8

－
平
成
部
年
度
県高
校
選
手
権
大
会
県大
会

男
子
個
人
剖
同
ベ
ス

ト

8

男
子
個
人

卯
見
出

場

－

第
羽
田
九
州
ジ
ュ
ニ
ア
休重
別
大
会
（九

州
大
会
）

男
子
個
人
出
同
出
場

・
平
成
訂
年
度
県高
校
総
体
県
大
会

男
子
団
体
出
場

男
子
個
人
目
見

4

位

男
子
個
人
叩
見
ベ
ス
ト

8

聞
い
晴
男
子
団
体
出
場

〈
相
撲
部
〉

・
平
成
部
年
度
県
高
校
新
人
大
会

初
旬
未
満
4

佼

〈
卓
球
部
〉

・
平
成
幻
年
度
県
高
校
総
体
県
大
会

男
子
団
体

5

位

・
全
国高
校
総
体
県
予
選
会

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
出
場

．
第
何
回
国
体
県予
選
会

男
子

出
場
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を
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感
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て
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平
成
部
年
ロ
月
日
日
か
ら
日
日
の
3

泊
4

日
の
日
程
で
、
平
成

初
年
度
囲
内
ジ
ニ
ア
ス
研
修

（S
S
H

プ
ロ
グ
ラ
ム

）
が
実
施
さ

れ
、
1
1
5

期
加
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
京
都
大
学

工
学
部
（
桂
キ
ャ
ン
パ
ス
）
、同
教
育
学
部
（
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）、

世
界
遺
産
東
寺
、
三
菱
ケ
ミ
カ

ル
フ
ォ
ー

ル
デ
イ
ン
グ
ス

、

N
E

C

、
日
本
科
学
未
来
館
、
東
京
大
学
工
学
部
（
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
）

と
い
っ
た
、
大
学
・
研
究
施
設

・

企
業

・

寺
院
と
多
種
多
株
な
場

所
で
の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
こ
の
研
修
で
は
、
準
備
段
階
か
ら
数
多
く
の
方
々
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

各
方
面
へ
の
依
頼
で
は
、
京
都
大
学
・

東
京
大
学
を
キ
ャ
リ
ア
教
育
部
の
田
代
・
辻
本

（卯
則
）
両
先
生

が
、
関
東
・
東
京
東
筑
会
を
東
筑
会
事
務
局
長
の
小

川

（
打
期
）

先
生
が
担
当
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
新
た
に
、
日
本

科
学
未
来
館
の
研
究
室
で
の
講
義
・
研
修
と
、
東
京
大
学
の
学
生

団
体
で
あ
る
学
生
団
体
の
フ
ェ
ア
ウ
イ
ン
ド
に
よ
る
生
徒
た
ち
と

の
グ
ル
ー
プ
ワ
l

ク
と
講
義
が
加
わ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す

。

例
年
同
様
、
大
学
・

研
究
室

・

企
業
の
多
く
で
本
校
卒
業
生
が
深
く
関
わ
っ
て
下
さ
り
、

こ
れ
だ
け
の
研
修
が
実
現
す
る
に
は
、
東
筑
の
卒
業
生
の
お
力
が

な
け
れ
ば
到
底
実
現
不
可
能
で
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
再

度
御
礼
を
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

初
日
の
、
京
都
大
学
工
学
部
で
は
、
都
市
環
境
工
学
の
米
田
稔

教
授
を
は
じ
め
各
実
験
室
の
方
々
の
熱
心
な
ご
講
義
や
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、
同
大
学
院
の
野
口
恭
平
さ
ん
（1
0
6

期
）
が
、
全
体
の
ア
レ
ン
ジ
だ
け
で
な
く
、
講
義

・

実
験
の
場
に

つ
い
て
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
風
洞
実
験
室
で
は
実
験
の
解
説
も

し
て
く
だ
さ
り
、
昼
食
時
に
は
大
学
生
・
院
生

（留
学
生
も
含
む
）

と

一
緒
に
昼
食
し
な
が
ら
話
す
機
会
も
設
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

次
の
研
修
先
で
あ
る
同
大
学
教
育
学
部
で
は
松
下
佳
代
教
授

（打

期
）
が
、
京
大
博
物
館
の
見
学
を
手
配
し
て
く
だ
さ
り
、
見

学
後

松
下
先
生
の
案
内
で
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
を
拝
見
し
、
そ
の

あ
と
講
義
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

東筑会 報( 9 ) 

東
京
で
は
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル

（M
C
F
）
の
江
口
幸
治

（却
期
）・

森
貴
司

（剖
期
）
さ
ん
が
東
京
駅
ま
で
お
迎
を
し
て
く
だ
い
ま
し

た
。

会
社
に
移
動
後
、
M
F
C
の
概
要
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン

し
て
く
だ
さ
り

、

先
端
企
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
も
う
一
つ
の
訪
問
企
業

N
E
C

で
は
億
谷

和
彦

（
九期
）
さ
ん
の
ア
レ
ン
ジ
で
見
学
が
実
現
し
、
こ
こ
で
も

先
端
技
術
の
粋
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

億
谷
さ
ん
に
は
N

E
C

で
の
研
修
後
、
日
本
科
学
未
来
館
ま
で
生
徒
た
ち
に
帯
同
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

最
終
日
の
東
京
大
学
の
講
義
や
実
験
・
実

習
は
前
述
し
た
学
生
団
体
の
フ
ェ
ア
ウ
イ
ン

ド
が
企
画
を
し
て
く

れ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
も
朝
見
航

一
郎

（1
1
2

期
）
君
が
い

て
く
れ
、
生
徒
た
ち
は
安

心
し
た
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
は
、
工
学
研
究
科
の
関
村
直
人
教
授

の
講
義
が
あ
り
、
そ
の
後
電
子
顕
微
鏡
を
実

際
に
操
作
す
る
な
ど
の
実
験
・
演
習
が
あ
り
、

生
徒
た
ち
は
初
め
て
触
れ
る
実
験
機
器
に
興

奮
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て

、
何
よ
り
懇
親
会
で
は
関
西
・
東

京
両
東
筑
会
の
先
輩
方
が
多
数
集
ま
っ
て
く

だ
さ

っ
て
心
か
ら
の
歓
待
を
受
け
、
母
校
の

糾
の
深
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

東

筑
に
対
す
る
「
思
い
」
、
後
輩
に
対
す
る
「
思

い
」
、
そ
し
て
若
い
世
代
を
育
も
う
と
す
る

「
思
い
」
を
直
に
感
じ
た
時
間
で
し
た
。

生

徒
た
ち
は

、

先
輩
の
方
々
が
各
界
で
活
躍
さ

れ
、
親
し
く
お
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

に
対
し
て
の
感
動
を
口
々
に
述
べ
て
い
ま
し

た
。
各
研
修
場
所
で
の
内
容
を
十
分
学
ん
だ

と
と
も
に
、
先
輩
た
ち
の
「
思
い
」
を
十
分

受
け
止
め
た
、
実
り
あ
る
研
修
と
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。

（文
責

引
率
者
｜

本
校
教
諭

井
上
孝
志
）
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定
期
野
球
大
会

第
お
回

全
国
選
抜
大
会
に
出
場

東筑会報

対
戦
成
績
五
分
に

畑
井
雅
明

フ
グ
ビ
｜
部
監
督

吉
野
寿
澄

野
球
部
副
部
長

3

月
初
日
か
ら
埼
玉
県
熊
谷
市
に
て
開
催
さ
れ
た
第
日
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト

ボ
ー

ル
大
会
へ
の
出
場
に
際
し
、
東
筑
会
の
皆
様
方
か
ら
物
心
両
面
に
渡
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
い

た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
、
改
め
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
ロ
月
か
ら
始
ま
っ
た
高
校
ラ
グ
ビ
ー
新
人
戦
福
岡
県
予
選
の
準
々
決
勝
に
お
い
て
、
先
の
全

国
大
会
福
岡
県
予
選
で
準
優
勝
を
果
た
し
た
修
猷
館
高
校
と
引
き
分
け
た
こ
と
（
大
会
規
定
に
よ
り

抽
選
で
次
戦
へ
の
進
出
権
が
決
定
）
が
全
て
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
抽
選
の
際
、

原
口
主
将
が
相
手
へ
の
敬
意
を
失
す
る
こ
と
な
く
静
か
に
次
戦
へ
の
進
出
権
を
勝
ち
取
っ
た
後
は
、

準
決
勝
で
ベ
ス
ト

4

常
連
の
福
岡
高
校
を
侃
対
7

で
破
り
、
決
勝
で
は
東
福
岡
高
校
に
敗
れ
は
し
た

も
の
の
凶
年
ぶ
り
に
九
州
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
勢
い
を
保
っ
た

ま
ま

2

月
に
宮
崎
で
行
わ
れ
た
九
州
大
会
で
は
、
－
回

戦
で
沖
縄
県
1

位
の
コ
ザ
高
校
に
叩
対
日
で
、

2

回
戦
で
熊
本
県
1

位
の
荒
尾
高
校
に
必
対
凹
で
勝
利
し
た
こ
と
に
よ
り
ベ
ス
ト
4

以
上
が
確
定
し

た
た
め
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
日
年
ぶ
り
に
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

全
国
選
抜
大
会
で
は
、
開
会
式
直
後
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ゲ
l

ム
で
地
元
深
谷
高
校
と
対
戦
す
る
と

い
う
唯

一
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
全
国
と
い
う
舞
台
に
加
え
完
全
に
ア
ウ
ェ
イ

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
た
め
選
手
た
ち
は
い
つ
も
以
上
に
緊
張
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
て

い
ま
し
た
が
、
東
筑
タ
オ
ル
を
首
か
ら
提
げ
た
大
勢
の
東
筑
会
の
方
々
か
ら
の
大
歓
声
を
背
中
に
受

け
た
お
か
げ
で
、
選
手
達
は
全
国
の
舞
台
で
大
い
に
躍
動
し
て
く
れ
ま
し
た。
結
果
は
惜
し
く
も
日

対
日
の
引
き
分
け
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ま

た
と
な
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2

試
合

目
の
東
海
大
仰
星
高
校
（
今
大
会
の
優
勝
校
）
と
の
対

戦
で
は
、
全
国
常
連
校
と
の
格
の
違
い
を
ま
ざ
ま
、
ざ
と

見
せ
つ
け
ら
れ
、
3

試
合
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
で
出
場

し
た
石
巻
工
業
高
校
と
の
対
戦
で
は
、
終
始
東
筑
ベ

ー

ス
で
試
合
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
、
応
援
に
来
て
い

た
だ
い
た
東
筑
関
係
者
の
方
々
に
感
動
し
て
い
た
だ
け

る
試
合
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
崎
玉
ま
で
の
道
程
で
は
、
多
く
の
場
面
で
東

筑
関
係
者
の
み
な
ら
ず
東
筑
高
校
を
応
援
し
て
く
だ
さ

る
方
々
か
ら
お

声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
東
筑

高
校
の
歴
史
と
伝
統
な
ら
び
に
奥
深
さ
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
こ
の
貴
重
な
経
験
を
最

大
限
に
活
か
し
、
今
年
こ
そ
は

4

度
目
の
花
園
出
場
を

成
し
遂
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭

提
の
ほ
ど
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

6

月
3

日
に
第
お
固
定
期
野
球
大
会
が
北
九
州
市
民
球
場
に
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

前
日
か
ら
の
悪

天
候
で
延
期
の
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
午
後
か
ら
は
好
天
に
恵
ま
れ

1

時
間
遅
れ
に
な
り

ま
し
た
が
、

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
年
ま
で
の
対
戦
成
績
は
日
勝
ロ
敗
1

分
と
負
け
越
し
て
い
た
た
め
、
必
勝
を
期
し
て
臨
ん
だ
試

合
は
両
校

一
歩
も
譲
ら
ず
手
に
汗
握
る
接
戦
と
な
り
ま
し
た
。

先
行
の
東
筑
は
初
回
先
頭
の
足
立
が
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
す
る
も
後
続
が
倒
れ
得
点
で
き
ま
せ

ん
で
し
た

。
裏
の
小
倉
の
攻
撃
、
東
筑
は
成
長
著
し
い
2

年
生
左
腕
の
梅
田
を
先
発
に
し
、
強
打
を
誇

る

小
倉
打
線
と
対
峠
し
ま
し
た
。

梅
田
は
先
頭
に
2

塁
打
を
浴
び
る
も
の
の
後
続
を
落
ち
着
い
て
打
ち

取
り
、
両
校
無
得
点
で
初
回
の
攻
防
を
終
え
ま
し
た

。

続
く
2

回
表
の
東
筑
は
期
待
の
l

年
生
コ
ン
ビ

で
あ
る
水
上
、
安
部
の
連
打
で
1

点
を
先
制
し
ま
し
た

。

束
筑
は
そ
の
後
も
5

回
に
高
井
の
ラ
イ
ト
フ
ェ

ン
ス
直
撃
の
3

塁
打
で
l

点
、
6

回
に
は
梅
田
の
タ
イ
ム
リ
ー

と
相
手
バ
ッ
テ
リ
ー
の
エ
ラ
l

で
2

点

を
追
加
し
、
優
位
に
試
合
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
先
発
の
権
回
は
7

回
途
中
に
降
板
す
る
ま
で
、
丁

寧
な
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
小
倉
打
線
を

2

点
に
封
じ
込
め

ま
し
た
。
そ
し
て

、

梅
田
の
あ
と
を
受
け
た
エ
i

ス

藤
井
は
気
迫
の
こ
も
っ
た
投
球
で

8

回
の
2

死
満
塁

の
ピ
ン
チ
を
凌
ぐ
な
ど
、
無
失
点
で
締
め
く
く
り
、

両
校
死
力
を
尽
く
し
た
一
戦
は
東
筑
が

4

1

2

で
勝

利
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
勝
利
で
対
戦
成
績
を
ロ
勝
ロ
敗
1

分
と
五
分

に
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
勝
利
し
、
勝

ち
越
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
試
合
中
、
応
援
部

を
中
心
と
し
た
全
校
生
徒
や
同
窓
生
の
方
々
の
応
援

は
心
強
く
、
選
手
に
大
き
な
力
を
与
え
て
く
れ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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第
2

回

「
ょ
う
こ
そ
先
輩
講
演
会
」
開
催

今
年
度
の
東
筑
会
総
会

・

懇
親
会
を
午
後
に
控
え
た
6

月
6

日
の
午
前
、
東
筑
高
校
で
は
現
役
生
向
け
キ
ャ

リ
ア

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ょ
う
こ
そ
先
輩
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
筑
O
B

が
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の
世
界
を

紹
介
し
、
現
役
生
の
将
来
の
選
択
に
生
か
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
取
り
組
み
で
、
初
め
て
行
わ
れ
た
昨
年
に

続
き
今
年
2

回
目
の
開
催
で
す
。

剤
師
役
と
し
て
集
ま
っ
た
の
は
、
前
当
番
期
の
山
田
期
を
中心
に
部
期
ま
で
の
計
日
人
。

業
種
が
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
前
義
日
本
の
中
か
ら
、
1
1
2

年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
講
義
を
選
ん
で
聴
講
す
る
と
い
う
仕
組
み

で
す
。

業
種
が
重
な
ら
な
い
よ
う
に
期
の
問
で
調
整
し
な
が
ら
講
師
役
を
決
め
た
の
が4
月
初
め
。

講
師
同
士
で
当
日
に
備
え
た
情
報
交
換
が
始
ま
り
ま
し
た。

「
ど
う
い
う
話
す
れ
ば
い
い
や
ろ
か
？
」

「
み
ん
な
パ
ワ
ポ
使
う
と
？
」

「
オ
レ
、
高
校
に
下
見
に
行
っ
て
く
る
」

な
ど
な
ど

。
み
ん
な
却
代
半
ば
の
働
き
盛
り
で
忙
し

い
は
ず
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
っ
た
日
分
の
講義
の

た
め
に
真
剣
に
準
備
し
よ
う
と
し
ま
す
。
依
頼
し
た

身
と
し
て
は
「
そ
こ
ま
で
し
な
く
て
も
」
と
心
苦
し

く
な
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
自
分
も
講
師
の
一
人
と
し

て
準
備
し
始
め
る
と
、
気
が
つ
け
ば
仕
事
同
様
の
パ

ワ
ー

を
準
備
に
か
け
て
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

そ
し
て
当
日

、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
は
担当
の
先
生

の
誘
導
で
教
室
へ。

生
徒
代
表
が
前
ふ
り
を
や
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
を
受
け
て
講
義
を
始
め
ま
し
た
。

講
師
に
立
っ
た
印
象
と
し
て
は
、
生
徒
は
と
に
か
く

真
面
目
。

ボ
ケ
を
入
れ
る
の
も
跨
踏
す
る
ぐ
ら
い
で
、

真
剣
に
準
備
し
て
き
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。

講
義

後
の
質
疑
応
答
で
は
、
女
子
生
徒
か
ら
「
出
産
や
育

児
と
の
両
立
は
可
能
で
す
か
？
」
な
ど
、
踏
み
込
ん

だ
質
問
が
出
た
教
室
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

終
了
後
は
全
講
師
が
一
つ
の
会
場
に
集
ま
り
、
生

徒
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
の
質
疑
応

答
。

「
自
分
は
ま
だ何
に
な
り
た
い
か
決
め
て
な
い
。

今
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
い
う
質
問
も
出
る
な
ど
、
生
徒
が
将
来
を
具
体
的

に
考
え
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
よ
う
で
す。
準

備
に
時
間
を
か
け
て
講
義
に
挑
ん
だ
甲
斐
が
あっ
た

こ
と
を
実
感
し
、
午
後
は
そ
の
ま
ま
東
筑
会
懇
親
会

の
会
場
へ
向
か
い
ま
し
た。
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よ

〆
，
，
、
、

加
期
事
務
局
長
松
尾
康
徳

そ
れ
か
ら
は

各
地
区
東
筑
会
だ
よ
り

東
京
東
筑
会

ょうこそ先輩

今
年
度
は

、

3

月
初
日
1
4

月
7

日
に
椅
玉
・

熊
谷
ラ
グ
ビ
ー

場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
四
回
全
国

高
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー

大
会
」
の
応
援
団
か
ら
始
ま

り
、
「
就
活
生
の
た
め
の
マ
ス
コ
ミ
東
筑
会
」、
そ

し
て
例
年
通
り
開
催
し
た
新
人
歓
迎
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
（
写
真
）
で
、
東
京
東
筑
会
の
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。

年
々
、
年
度
初
め
か
ら
の
活
動
が
活
発
に
な
っ

て
来
て
い
ま
す
が
、

－

全
国
高
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー

大
会
で
は
、
会
員

の
ご
好
意
に
よ
り
本
校
に
百
万

円
の
寄
付

2

就
活
生
の
た
め
の
マ
ス
コ
ミ
東
筑
会
参
加
者

が
、
見
事
に
関
連
企
業
に
内
定

3

新
人
歓
迎
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

大
会
で
は
、
関
東

地
区
の
大
学
に
今
年
進
学
し
た

刊
名
の
新
入
生
の

内
、
日
名
が
参
加
な
ど
、
具
体
的
な
成
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。

今
年
の
当
番
期
（
部
期
）
は

、

立
ち
上
が
り
が

早
く
、
代
表
幹
事
、

実
行
委
員
長

、

事
務
局
長
を

先
頭
に
何
事
に
も
積
極
的
で
、
会
の
活
動
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
東
京
東
筑
会
懇
親
会
は
、日
月
7

日
に

ホ
テ
ル
ニ
ュ

l

オ
1

タ
ニ
で
開
催
予
定
で
す
。

東

筑
卒
業
生
で
あ
れ
ば
、
参
加
出
来
ま
す
（
卒
業
生

で
な
い
奥
様
が
ご
一
緒
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）0東

京
地
区
で
北
九
州
地
区
を
中
心
と
し
た
高
校

O
B

会
の
集
ま
り
で
あ
る
「
謝
志
会
」
で
ご
一
緒

す
る
他
校
O
B

会
の
中
に
は

、

東
筑
の
懇
親
会
を

参
考
に
さ
れ
る
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま

た
、
近
年
、
小
倉
高
校
と
の
問
で
ラ
イ
バ
ル
関
係

の
位
置
づ
け
が
一
層
明
確化
し
て
お
り
、

O
B

間

で
も
会
え
ば
そ
の
話
題
で
持
ち
き
り
で
す
。

し
か

し
、

一
方
で
は
、
福
岡
市
の
修
猷
館
、
福
岡
、
筑

紫
丘
の
生
徒
数
は
減
ら
な
い
の
に
、
東
筑
な
ど
北

九
州
市

の
高
校
は
定
員
が
減
少
傾
向
だ
そ
う
で
、

ラ
イ
バ
ル
の
2

校
を
中
心
に

、

な
お
一
層
、
切
嵯

琢
磨
し
て
行
こ
う
と
話
を
し
て
い
る
次
第
で
す
。

事
務
局
長
億
谷
和
彦
（
引
け
期
）
記

上
総
東
筑
会

第
お
回
上
総
東
筑
会
総
会
・

懇
親
会
は
、
3

月

6

日

（
金
）
に
東
京
東
筑
会
大
井
恭
二
副
会
長

（
臼
期
）
な
ら
び
に
萩
原
有
二
氏
（
部
期
、
当
番
期
）

を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
参
加
者
勾
名
で
千
葉

県
君
津
市
の
ホ
テ
ル
千
成
で
開
催
致
し
ま
し
た。 新人歓迎バーベキュー大会最後の校歌斉唱
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千
葉
県
の
上
総
地
区

（君
津
、
木
更
津
、
富
津
、

袖
ケ
浦
）
な
ら
び
に
千
葉
市
在
住
の
叩
期
（S
幻

年
卒
）
か
ら
1
0
2

期

（H
M
年
卒
）
と
幅
広
い

年
代
の
方
に
参
加
頂
い
て
お
り
ま
す
。

総
会
で
は
、
松
永
久
義
会
長
（
侃
期
）
の
挨
拶

、

大
井
副
会
長
の
来
賓
挨
拶
の
後
、
審
議
事
項
で
あ

る
会
計
報
告
、
予
算
案
の
審
議
、
承
認
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
開
催
さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
初
参
加

の
方
の
自
己
紹
介
や
近
況
報

告
、

当
番
期
か
ら
の

東
筑
会
総
会
、
東
京
東
筑
会
総
会
の
紹
介
を
行
い

な
が
ら
、
当
時
の
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

年
代

が
違
っ
て
い
て
も
同
じ
地
域
で
暮
ら
し
た
り
、
同

じ
部
活
に
所
属
し
て
い
る
と

、
相
通
じ
る
と
こ
ろ

が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
当
日
配
布
し
た
参
加

東筑会報No.36 

さ
れ
な
か
っ
た
方
の
近
況
報
告
も
話
の
き

っ
か
け

に
な
り
ま
し
た

。

最
後
に
現
役
時
代
の
学
生
服
に
着
替
え
た
応
援

団
出
身
の

今
村
尚
近
さ
ん
（
剖
期
）
の
リ

1

ド

で

校
歌
斉
唱
、
エ
ー

ル
を
行
い
、
会
を
締
め
く
く
り

土
品
l
v
h～。

参
加
頂
い
た
方
、
近
況
を
ご
連
絡
頂
い
た
皆
様

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
総
地
区

な
ら
び
に
千
葉
県
在
住
の
O
B

、

O
G

の
方
、
是

非
来
年
の
上
総
東
筑
会
に
ご
参
加
下
さ
い
。

事
務
局
平
山
隆

（部
期
）
記

東
海
東
筑
会

50 期か5102 期まで幅広い参加者

平
成
部
年
か
ら
平
成
幻
年
に
か
け
て
の
活
動
報

告
を
い
た
し
ま
す
。

昨
年
日
月
初
日
第
時
四
テ
ク
会
は
国
宝
犬
山
城

と
粗
葉
の
名
所

「寂
光
院
」
町
の
散
策
を
楽
し
み

宇
品
1
レ
れ
～。

平
成
幻
年
度
第
泊
回
東
海
東
筑
会
総
会
を
4

月

四
日
（
日）「
ホ
テ
ル
・
ル
ブ
ラ
王
山
」
に
て
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

今
岡
本
部
よ
り
の
ご
出
席
が
か

な
わ
ず
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
部
期
の

服
部
悦
子
氏
の
努
力
に
よ
り

当
番
期
会
長
泉
裕

司
氏
、
事
務
局
長

大
森
智
己
氏
、
東
京
東
筑

会

事
務
局
長

億
谷
和
彦
氏
、
萩
原
有

二
氏
・
中
条

一
夫
氏
、
関
西
東
筑
会

竹
下
宏
樹
氏
の
ご
参
加

を
頂
き
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た

、

部
期
の
佐
伯
太
一
氏
・
有
土
口
規和
氏
・

貯
期
の
上
回
紘
子
氏
（お
子
様
同
伴

・

写
真
参
考
）

参
加
で
華
や
か
な
会
と
な
り
、
グ
ツ
ズ
販

売
・
ビ

ン
ゴ
ゲ
l

ム
・

写
真
揖
影

・

校
歌
斉
唱
（
億
谷
氏
・

萩
原
氏
・
服
部
氏

・

中
条
氏
に
よ
る
管
楽
器
演

奏

っ
き
）
で
最
高
潮
の
盛
り
上
が
り
で
幕
を
閉
じ
再

会
を
期
し
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

東
海
東
筑
会
で
は
若
い
会
員
の
入
会
を
促
進
し

継
続
で
き
る
体
制
を
い
た
し
た
く

本
部
の
ご
支
援

の
ほ
ど
お
願
い
致
し
ま
す
。

東
筑
会
の
発
展
と
野
球
部
甲
子
園
へ
を
祈
念
し

ま
す
。

事
務
局

木
村
臨
彦

（同
期
）
記

F

待
、
裁

関
西
東
筑
会

4 月 19 日ホテル ・ ルブラ王山にて

5

月
初
日

（土
）、

新
大
阪
の
大
阪
ガ
ー

デ
ン

パ
レ
ス
で
、
平
成
幻
年
度
関
西
東
筑
会
総
会
・
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
数
は
1
9

2

名
と
史
上
最
大
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
役

員
改
選
の
年
で
し
た
が

、

常
任
幹
事

一
名
の
交
代

を
除
き

、

荒
金
会
長
（
臼
期
）
以
下
、
昨
年
度
と

同
じ
体
制
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
荒
金
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
本
校
の
花
岡
俊
彦
校
長
、
小
野
晃
東
筑
会

特
別
顧
問

（日
期
）、

赤
松
啓
子
東
京
東
筑
会
副

会
長
（
初
期
）
、
泉
裕
司
本
校
当
番
期
会
長
（
部
期）

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後

、

橋
本
磁
先

輩
（
臼
期
）
の
乾
杯
ご
発
声
で
開
宴
し
ま
し
た。

今
年
も
は
山
名
も
の
大
学
生
が
参加
し
、
初
々
し

く
華
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、

全
員
が
自
己
紹
介
と

将
来
の
夢
や
就
き
た
い
職
業
に
つ
い
て
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

お
楽
し
み
コ

ー

ナ
ー

の
「
ク
イ
ズ
東

筑
な
う
」
で
は
、
現
役
の
ラ
グ
ビ
ー

部
、
野
球
部
、

応
援
部
の
皆
さ
ん
や
生
徒
会
長
に
、
映
像
で
今
の

東
筑
高
校
の
様
子
を
伝
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

普

段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
現
在
の
東
筑
高
校
の
様

子
に

、

出
席
者
の
皆
さ
ん
も
興
味
津
々
で
し
た
。

続
い
て
、
富
、
水
副
会
長
（侃
期
）
に
東
筑
高
校

校
歌
の
歌
詞
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
い
た
後
、
全

員
が
大
き
な
輸
に
な
り
、
関
西
東
筑
会
恒
例
、
3

番
ま
で
の
校
歌
を
歌
い
切
り
ま
し
た
。

締
め
く
く

り
は
、
馬
場
喜
代
司
先
輩

（臼
期
）
と

富
永
副
会

長
の
力
の
こ
も
っ
た
エ
1

ル
で
し
た
。

そ
の
後
、

来
年
度
当
番
期
の
お
期
へ
の
引
き
継
ぎ
の
「
法
被

渡
し
」
を
行
い
、
最
後
は
鶴
崎
副
会
長
（

η
期
）

の
締
め
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
当
番
期
の
位
期
は
関
西
の
時
人
に
加
え
、

全
国
各
地
か
ら
同
期
が
駆
け
つ
け
て
く
れ

（総
勢

刀
人
l

）、
東
筑
高
校
の
強
い
緋
を
実
感
し
ま
し

た
。

ま
た
、
諸
先
輩
方
か
ら
の
温
か
い
ご
指
導
・



一
昨
年
現
役
を
離
れ
、
こ
れ
も
チ
l

ム
に
と
っ
て

今
年
も

「
ふ
く
お
か
東
筑
会
の
総
会
並
び
に
懇

重
要
な
「
ス
コ
ア
ラ
l

」
を
務
め
て
い
ま
す
。
捕
親
会
」
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
終
了
し
ま
し
た

。

手
だ
っ
た
山
本
期
選
手
は
数
年
前
に
退
団
し
ま
し
平
成
訂
年
「
ふ
く
お
か
束
筑
会
の
総
会
並
び
に
こ
こ
で
お
知
ら
せ
で
す
が
、
「
ふ
く
お
か
東
筑

た
。

し
か
し
、
こ
の

3

選
手
は
毎
年
、
広
島
東
筑
懇
親
会
」
は
5

月
お
日
（
土
）
口
時
か
ら
福
岡
田
会
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
ま
し
て
、
博
多
の
総
鎮
守

会
に
参
加
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
く
れ
際
ホ
1

ル
（
福
岡
市
中
央
区
天
神
）
で
、
来
賓
に
で
あ
り
ま
す
櫛
回
神
社
に
隣
接
し
ま
す
冷
泉
公
園

る
多
く
の
女
性
会
員
の
中
に
は
彼
ら
の
フ
ァ
ン
も
高
山
東
筑
会
会
長
、
本
校
の
花
同
校
長
と
香
野
副
の
一
角
に
福
岡
市
の
協
力
を
得
ま
し
て
、
今
春
、

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

校
長
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
、

1
3
0

名
余
り
が
集
ク
染
井
吉
野
。
を
植
樹
し
ま
し
た
。

会
の
終
わ
り
に
は
、
恒
例
に
よ
り
東
筑
高
校
校
い
ま
し
た。

こ
れ
か
ら
毎
春
の
花
見
の
時
季
に
は
是
非
冷
泉

歌
と
カ
1

プ
応
援
歌
「
そ
れ
い
け
｜
カ
1

。
フ
」
を
総
会
で
は
活
動
報
告
、
会
計
報
告
が
承
認
さ
れ
公
園
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
ま
し
て
、
満
開
の

皆
で
合
唱
し
て
い
ま
す
。
花
岡
校
長
か
ら
本
校
の
現
状
報
告
が
あ
り
ま
し
た

O

ク
東
筑
桜
ψ
を
愛
で
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て

上
記
の
よ
う
な
理
由
で
広
島
東
筑
会
は
カ
i

プ
続
い
て
、
恒
例
の
卒
業
生
に
よ
る
卓
話
は
本
年
は
い
ま
す

。

選
手
が
参
加
出
来
る
こ
と
を
条
件
に
毎
年
、
「
成
福
岡
市
特
区
部
長
と
し
て
活
躍
中
の
袴
着
賢
治
氏

人
の
日
」
ま
た
は
そ
の
振
替
休
日
に
開
催
し
て
ま
（
幻
期
卒
業
）
に
よ
る
福
岡
市
の
特
区
の
取
り
組

い
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
高
選
手
が
二
軍
監
督
み
の
現
状
と
未
来
に
つ
い
て
の
内
容
で
、
話
題
に

に
な
っ
た
関
係
で
次
回
第
初
回
広
島
東
筑
会
は
今
富
ん
だ
講
演
と
な
り
ま
し
た

。

年
の
日
月
お
日
（
土
）
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

本
昨
年
新
調
さ
れ
た
ク
ふ
く
お
か
東
筑
会
の
会
旗
ψ

年
は
l

月
日
日
に
す
で
に
開
催
し
ま
し
た
の
で
異
が
ス
テ
ー
ジ
上
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
懇
親
会
で
は
、

例
の
年
間
2

回
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

本
年
の
本
校
同
窓
会
の
当
番
期
で
あ
る
お
期
の
皆

も
う

一
つ
、
我
が
会
に
は
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

さ
ん
が
泉
会
長
は
じ
め
多
数
出
席
を
さ
れ
ま
し
て

会
員
の
柳
原
郁
子
さ
ん
、
田
代
直
子
さ
ん
ご
姉
妹
出
席
者
の
盛
大
な
エ

1
ル
を
受
け
ま
し
た
。

は
ピ
ア
ノ
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
プ
ロ
演
奏
家
で
す

。

彼
女
ら
の
演
奏
と
ア
マ
チ
ュ
ア
演
奏
家
と
の
共
演

ご
協
力
と
、
後
輩
た
ち
の
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
も
当
会
の
目
玉
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
す
。

き
、
何
と
か
無
事
に
懇
親
会
を
終
え
る
こ
と
が
で
上
記
の
よ
う
な
事
情
で
叩
月
に
発
行
さ
れ
る
東

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

筑
会
報
に
は
次
回
の
広
島
東
筑
会
の
報
告
が
出
来

懸
橋
理
枝
（
位
期
）
記
ま
せ
ん
。

来
年
度
会
報
で
報
告
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

広
島
東
筑
会
会
長
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広
島
東
筑
会

、
1

，
ノ

円
くU

1
E
A
 

／
f
t
、
、

我
が
広
島
東
筑
会
に
は
少
々
特
殊
な
事
情
が
あ

り
ま
す
。

そ
れ
は
会
員
の
中
に
東
筑
高
校
出
身
の

広
島
東
洋
カ
1

プ
の
選
手
が
3

名
い
る
こ
と
で
す
。

高
信
二
選
手
は
現
在
二
軍
監
督
で
一
軍
の
戦
力
強

化
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
は
皆
様

、

ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す。
井
生
崇
光
選
手
は 恒例 3 番までの校歌斉唱

高
橋
昭
八
郎
（
叩
期
）
記

ふ
く
お
か
東
筑
会

富
増
春
樹
（
出
期
）
記

芦
屋
東
筑
会

福岡市の冷泉公園に植樹した染井吉野

会
員
の
皆
様
、
芦
屋
東
筑
会
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
位
期
の
徳
田
徹
と
申
し

ま
す
。

さ
て
、
第
招
回
芦
屋
東
筑
会
総
会
・
懇
親
会
を
、

平
成
部
年
叩
月
日
日

（
土
）
に
「
マリ
ン
テ
ラ
ス

あ
し
や
」
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
東

筑
高
校
を
は
じ
め
本
校
同
窓
会
「
東
筑
会
」
・
近

隣
七
つ
の
地
区
東
筑
会
よ
り
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
会
員
と
合
わ
せ
叩
名
の
出
席
者
で
会
場
は
一

杯
と
な
り
ま
し
た
。

第
一
部
の
総
会
は
、
は
じ
め
に
物
故
者
に
黙
祷

を
捧
げ
、
来
賓
の
紹
介
・
祝
辞
、
議
案
の
承
認
と
、

悲
無
く
終
了
し
ま
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
で
は
、
校
歌
を
元
気
良
く
斉

唱
し
、
乾
杯
後
の
歓
談
で
は
皆
様
l

年
ぶ
り
に
旧

友
と
再
会
し
、
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
ど
の

テ
ー
ブ
ル
も
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

恒
例
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
抽
選
の
た
び
に
歓

声
が
起
こ
る
な
ど
、
賑
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

開
催
に
際
し
て
若
い
会
員
や
2
0
1
5

年
本
校
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た
と

一
同
よ
ろ
こ
ん
だ
次
第
で
す
。

会
の
名
称
は
い
ま
だ
に
読
み
間
違
い
が
多
い
の

で
、
漢
字
の
洞
海
を
表
示
せ
ず
「
北
九
州
く
き
の

う
み
東
筑
会
」
と
平
仮
名
だ
け
を
常
用
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
北
九
州
市
内
に
は
新
会
名
も
ま
だ

ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、
総
会
後
に

知
っ
た
と
か
P
R

不
足
と
か
の
ご
指
摘
も
あ
り
ま

し
た
。

過
去
の
出
席
者
を
デ
1

タ
と
す
る
名
簿
を

作
っ
て
は
お
り
ま
す
が
、
市
内
在
住
の
同
窓
生
住

所
氏
名
を
把
握
す
る
の
は
至
難
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
役
員
一
同
時
間
を
か
け
て
か
な
り
の
頻

度
で
会
を
重
ね
、
試
行
錯
誤
も
あ
り
ま
す
が
、
よ
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り
良
い
新
組
織
を
造
る
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
市
内
在
住
の
同
窓
生
の
ア
イ
デ
ア
や
ご
協

力
を
頂
き
、
組
織
再
編
を
進
め
、
お
り
お
東
筑
会

を
脱
皮
し
、
変
身
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
の
総
会
は
新
生
第
2

回
で
す
が
、
通
算
呂

田
日
総
会
と
な
り
ま
す
。

日
時
一
平
成
幻
年
目
月
口
日

（土
）
口
時
1

会
場
一
北
九
州
ハ
イ
ツ

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
第
お
回
ア
ニ
l

パ
l

サ
リ
ー
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
思
師
で
あ
る
音
楽
の
原
田
照
美
先
生

を
、
お
招
き
し
て
お
り
ま
す
。
「
照
美
ち
ゃ
ん
」

の
む
か
し
通
り
の
声
と
元
気
な
お
姿
に
出
会
え
ま

す
。

恒
例
の
「
く
じ
引
き
」
も
あ
り
ま
す
。
楽
し

い
語
ら
い
の
時
を
用
意
で
き
る
よ
う
努
力
を
重
ね

ま
す
。

お
友
達
に
も
お
声
掛
け
下
さ
い
ま
し
て
、

よ
り
多
く
の
同
窓
生
の
ご
参
加
を
心
よ
り
願
っ
て

お
り
ま
す
。

会
長

藤
崎
英
徳
（
臼
期
）
記

名称変更して 2 年目です。

水
巻
東
筑
会

第
H
回
平
成
幻
年
度
水
巻
東
筑
会
総
会
・
懇
親

会
は
、
去
る
5

月
日
日
（
土
）
に
水
巻
商
工
会
館

で
開
催
し
ま
し
た
。
母
校
お
よ
び
東
筑
会
、
近
隣

東
筑
会
の
来
賓
、
東
筑
会
総
会
の
当
番
期
の
方
々

の
ご
臨
席
を
賜
り
、
会
員
と
合
わ
せ

ω
名
の
出
席

者
で
会
場
は
一
杯
と
な
り
ま
し
た
。

前
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
監
査

報
告
、
並
び
に
今
年
度
の
事
業
報
告
案
、
収
支
予

算
案
が
提
案
ど
お
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
学
年
時
代
を
懐
か
し
ん
で
思
い

出
話
に
花
を
咲
か
せ
、
ど
の
テ
ー
ブ
ル
も
大
変
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た

。

最
後
に
校
歌
を
声
高
ら
か
に

斉
唱
し
名
残
惜
し
い
中
、
閉
会
し
ま
し
た
。

次
回
も
ま
た
、
皆
様
の
元
気
な
姿
に
お
会
い
で

き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
も
っ
と
多
く
の
同
窓
生

に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
会
の
運
営
・
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
務
局
長

友
慶
大
祐
（
卯
期
）
記

宗
像
東
筑
会

平
成
幻
年
度
の
宗
像
東
筑
会
総
会
・
懇
親
会
を

4

月
ロ
日
（
日
）
に
例
年
通
り
玄
海
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

当

日
は
日
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
筑
会
及

び
東
筑
高
校
、
近
隣
地
区
東
筑
会
の
多
数
の
来
賓
、

東
筑
会
総
会
の
当
番
期
（
部
期
）
の
方
々
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
盛
会
裏
に
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

前
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
監
査

報
告
、
新
役
員
、
並
び
に
今
年
度
の
事
業
報
告
案
、

来年も元気で

収
支
予
算
案
が
提
案
ど
お
り
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
恒
例
の
講
演
で
は
、
公
認

会
計
士
の
武
藤
淳
氏
（
部
期
）
よ
り
［
中
国
経

済
に
巻
き
込
ま
れ
た
私
］
と
題
し
て
、
ご
自
身
が

中
国
で
の
滞
在
中
に
体
験
さ
れ
た
こ
と
を
、
事
例

を
交
え
な
が
ら
丁
寧
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
懇
親
会
で
は
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
に
お

話
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
校
歌
を
歌
っ
た
り
し
て

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進
行
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

さ
て
、
宗
像
東
筑
会
の
活
動
と
し
て
は
毎
年
恒

例
の
［宗
像
環
境
フ
エ
ス
タ
］
の
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
出
店
し
て
お
り
ま
す

。

東
筑
高
校
の
臓

を
掲
げ
て
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

校歌斉唱、宗像・福津の皆さんご出席を
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最
後
に
、
こ
の
会
報
を
ご
ら
ん
に
な
っ
た
宗
像

・

福
津
に
お
住
ま
い
の
東
筑
高
校
卒
業
の
み
な
さ
ん
、

年
一
回
の
総
会
・
懇
親
会
に
是
非
ご
出
席
い
た
だ

き
、
よ
き
時

代
を
思
い
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

ミ

0

4
N
 ご

協
力
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
門
司
剛
（
臼
期
）
記

ひ
の
く
に
東
筑
会
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第
日
田
平
成
幻
年
度
ひ
の
く
に
東
筑
会
を
5

月

口
日
（
日
）
に
J
R

熊
本
駅
横
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
1

タ
ニ
熊
本
で
開
催
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て

石
川
教
頭
、
上
杉
事
務
長
、
東
筑
会
の
原
田
副
幹

事
長
、
熊
本
大
学
医
学
部
同
窓
会
末
土
口
北
九
州
支

部
長

（ω
期
て
さ
ら
に
当
番
期
の
部
期
か
ら

4

名
の
方
々
に
ご
来
熊
い
た
だ
き
、
参
加
総
数
は
お

名
で
し
た
。

総
会
で
は
役
員
の
改
選
が
あ
り
、
中

松
会
長
（
M
期
）
が
勇
退
さ
れ
、
大
庭
（
臼
期
）

が
新
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

中
松
前
会
長
は

出
席
者
を
増
や
す
た
め
に
会
員
を
戸
別
訪
問
さ
れ

る
な
ど
会
の
発
展
の
た
め
に
大
変
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
か
ら
会
員
に
よ
る
ミ
ニ
講
演
会
を
行
う

こ
と
と
な
り
第
1

回
目
と
し

て
熊
本
ホ
1

ム
ケ
ア

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
井
田
栄
一
院
長
（
刀
期
）
に
よ
り

「
家
に
帰
り
た
い
l

思
い
を
支
え
る
在
宅
医
療

」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
処
で
自
分

ら
し
く
過
ご
す
の
か
、
尊
厳
あ
る
生
活
の
継
続
と

は
、
な
ど
超
高
齢
化
の
今

、
大
変
貴
重
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

懇
親
会
は
前
年
に
続
い
て
熊
本
朝
日
放
送
の
柴

田
理
美
ア
ナ

（1
0
7

期
）
の
名
司
会
の
も
と
和

や
か
に
進
行
し
ま
し
た
。
石

川
教
頭
か
ら
は
母
校

の
現
状
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
卒
業
生
・

在
校
生
の
文
武
両
道
に
わ
た
る
優
秀
さ
に
先
輩
面

を
す
る
の
が
申
し
訳
な
い
思
い
が
す
る
一
方
、
誇

ら
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

中
山
絹
子
様

（
叩
期
）

の
乾
杯
発
声
で
宴
が
始
ま
り
、
毎
回
招
待
し
て
い

る
熊
大
の
現
役
学
生
3

名
の
自
己
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
が
、
も
の
お
じ
し
な
い
話
し
振
り
に
は
い
つ

も
感
心
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
熊
本
県
外

に
お
住
ま
い
の
同
窓
の
方
々
3

名
に
も
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ひ
の

く
に

東
筑
会
は
毎
年
5

月

の
中
旬
1

下
旬
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

熊
本
県

に
在
住
の
方
々
は
勿
論
、
熊
本
に
縁
あ
る
方
々
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
同
窓

生
で
楽
し

い
時
間
を
共
有
で
き
れ
ば
と
心
か
ら
願
っ
て
お
り

ま
す
。

会
長

大
庭
英
樹
（
印
期
）
記

/ .' ( 
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北
海
道
東
筑
会

5

月
9

日
（
土
）
、
札
幌
駅
近
く
の
サ
ン
ト
リ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
美
（
そ
ら
）
に
て
北
海
道
東
筑
会
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
福
岡
か
ら
当
番
期
前
期
の
泉
裕
司

会
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
道
内
各
地
か
ら
会
員
ロ

名
が
集
い
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
喜
び
、
初
参
加
の

会
員
を
迎
え
る
喜
び
と
と
も
に
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
で
総
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
沖
津
行
麿
会
長

（
同
期
）
の
進行
に
よ
り
、
昨
年
度
の
事
業
報
告

、

決
算
報
告
、
本
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
の
懇
親
会
で
は
皆

様
の
近
況
報
告
を
兼
ね
た
自
己
紹
介

。
当
番
期
の

泉
裕
司
会
長
に
は
前
日
の
福
岡
で
の
東
筑
会
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
に
引
き
続
き

、

当
日
は
朝
7

時
の
飛
行

機
で
札
幌
へ
と
い
う
ハ
l

ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中

で
本
当
に
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
お
蔭

様
で
他
地
域
の
東
筑
会
の
様
子
や
母
校
の
様
子
、

折
尾
駅
周
辺
が
再
開
発
事
業
で
様
変
わ
り
し
て
い

る
様
子
な
ど
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
北
九

州
か
ら
離
れ
て
年
月
が
経
ち
、
昔
の
思
い
出
の
風

景
し
か
思
い
浮
か
ば
な
い
私
た
ち
に
と
っ
て
、
現

在
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
嬉
し
い
機
会
で

し
た
。

ま
た
、
お
持
ち
い
た
だ
い
た
当
番
期
作
成

の
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
の
記
念
グ
ッ
ズ
も
大
変
好
評

で
皆
さ
ん
に
購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
九

州
か
ら
遠
く
離
れ
た
こ
の
北
海
道
で
ま
さ
か
東
筑

の
同
窓
会
と
し
て
集
ま
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
」
と
皆
さ
ん
、
こ
の
集
ま
り
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
下
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

楽
し
い

時
間
は
あ
っ
と
い
う
聞
に
過
ぎ
、
最
後
は
全
員
起

立
し
て
元
応
援
団
の
お
期
鈴
木
敦
志
氏
の
リ

1

ド

に
よ
り
校
歌
斉
唱
と
エ
1

ル
を
切
り
、
盛
会
の
う

ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

北
海
道
に
住
ん
で
い
て
も
ま
だ
参
加
し
た
こ
と

の
な
い
方
、
是
非
、
思
い
切
っ
て
ご
参
加
下
さ
い。

ま
た
、
北
海
道
在
住
で
な
い
方
も
5

月
の
総
会
、

8

月
の
ピ
l

ル
会
、
ロ
月
の
忘
年
会
の
頃
に
出
張

や
旅
行
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
是
非
ご

参
加
下
さ
い
ま
せ
。

北
の
地
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

、
つ
ノ。

村
上
さ
や
か

（
主
円
山
）

、
、tE
よ
n
n
n
J／
寸

」

」

／
口δ
宜
ハ
L
Z
U 思いきつての参加をお待ちしています。
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隆副画困函固

羽
期
だ
よ
り

「
人
が
人
を
殺
す
勿
れ
」

四
期
但
才
は
生
き
て
い
る

大
正
日
・
ロ
年
生
れ
の
旧
制
大
学
1

年
の
文

系
の
我
等
は
昭
和
国
年
学
徒
出
陣
を
し
陸
海
の

特
攻
や
沖
純
決
戦
で
戦
死
。

昭
和
叩
年
2
5
0

人
入
学
。

卒
業
2
2
8

人
。

残
り
勾
人
は
、
4

年
生
修
了
で
陸
士

、
淘
兵
、
大
学
予
科
、
病
気
。

現
在
明
雌
で
は
な
い
が
m
l

加
入
病
と
斗
い
な

が
ら
生
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
？
わ
が
期
は

剖
才
令
寿
迄
は
全
学
年
で
の
総
会
を
実
施
し
て

い
た
。

そ
の
後
、
元
気
な
者
が
自
由

に
談
話
す

る

却
ネ
ッ

ト
ミ

ー

テ
ィ
ン
グ
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
毎
月

第
二
水
曜
日
に
黒
崎
井
筒
屋
七

階
貸
切
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
当
初
は
数
十
名
で
賑

や
か
で
あ
っ
た
が
何
時
の
間
に
か

叩
名
、
次
々

に
死
に
今
で
は
6

名
。

話
の
内
容
は
、
健
康
、

国
内
外
の
情
勢

、

東
筑
の
頃
の

、

軍
隊
の
い

ろ
、
。

遭
っ
た
そ
の
日
が
生
前
葬
の
気
持
で
大

事
に
し
て

い
る
。

さ
て

、

タ

イ
ト
ル
の

「
人
が
人
を
殺
す
こ
と

勿
れ
」
に
つ
い
て

、

人
は
生
き
て
い
く
為
に
は
、

牛
や
豚
や
魚
や
野
菜

、

果
物
の
命
を
殺
し
食
べ

て
い
ま
す
ね
。

人
類
も
自

分
の
種
族
、
近
親
が

生
き
て
い
く
た
め
に
は
数
万
年
戦
い
続
け
、
第

一
次
、
第

二
次
世
界
大
戦
、
初
也
紀
迄
、
数

千
万
人
の
死

者
負
傷
を
作

・

杓
ノ
土
品1
レ
れ
～h制。

戦
え
ば
双
者

に
犠
牲
が
出

る
。

1

9
4

5

年
、
二
次

大
伐
を

、
山
政

:
i
ji 

争
は
も
う

い

や
だ
と
世
界

の
人
々
は

－

思
っ
た
の
に
、

．

ど
、
つ
し
て
、
司、，

ロ
シ
ア
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
。
ア
メ
リ

カ
の

ベ
ト

ナ
ム
侵
攻
、
イ
ラ
ク
戦
、
朝
鮮
戦
争
。

中
国

の
ネ
パ
l

ル
侵
攻
。

北
部
ア
フ
リ
カ
の
ア
ラ
ブ
の

春
（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
・
リ

ビ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
・

イ
エ

メ
ン

）
等
イ
ラ
ク
で
の
シ
1

ア
派
と
ス
ン
ニ
派
と

の
戦
い
。
シ
リ

ア
の
国
内
戦
、
無
法
の
イ
ス
ラ
ム

国
。

イ
ス
ラ
ム
人
同
志
の
殺
し
あ
い
。
か
つ
て
は

毛
沢
東
の
共
産
軍
と
蒋

介
石
の
国
府
軍

、

中
国
人

同
志
の
殺
し
あ
い
を
し
た
。

人
間
が
人
聞
を
殺
す

連
綿
の
事
実
が
今
こ
の
時
間
に
も
続
け
ら
れ
て
い

る
。

残
念
で
残
念
で
た
ま
ら
な
い
。

さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
に
よ
っ
て
、
人

類
は
大
変
物
質
的
に
は
幸
せ
に
な
っ
て
来
た
が
、

そ
の
製
作
過
程
に
お
い
て
石
炭
、
石
油
、
天
然
ガ

ス
等
、
化
石
燃
料
等
を
大
量
に
使
用
し
て
、
地
球

温
暖
化
、
二
酸
化
炭
素
の
大
量
排
出
を
し
て
人
に

よ
っ
て
人
が
増
々
住
み
に
く
く
な
る
こ
と
を
し
て

い
る
。
そ
の
最
大
の
原
因
は

ア
メ
リ

カ
や
中
固
な

ど
の
産
業
過
程
に
あ
る
。

京
都
議
定
書
等

、

糞
喰

ら
え
か
？
テ
レ

ビ
で
あ
の

北
京
の
空
を
何
度
も
見

た
で
し
ょ
う

。
さ

ら
に

P
M
お
に
黄砂
と
人
聞
が

人
間

の
手
に
よ
っ
て
地
球
を
汚
し
殺
し
て
い
る
の

で
す
ね
。
全
世
界
の
人
が
静
か
に
慎
想
し
て
、
ど

ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
「
人
が
人
を
殺
さ
な

い
」
と
い
う
こ
と
だ
け
は
断
乎
守
り
通
し
て
行
く

こ
と
を

。

国
連
は
何
の
力
も
な
い
。

即
、

廃
止
。

日
本
が
世
界
2

0
0

の
国
の

平
和
の
リ
ー

ダ
ー
と

な
り
、
そ
の
人
材
を
東
筑
健
児
か
ら
養
成
し
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

H

－
余
命
い
く
ば
く
も
な

い
却
期
の
先
輩
が
訴
え
る
。

（
幹
事
万
根
陣
愛

相
期
だ
よ
り

意気軒昂

東
筑
高
校
却
期
生
恒
例
の
同
期
会
は
菊
薫
る
日

月
日
日

（
木
）
に、
北
九
州
市
八
怖
西
区
黒
崎
の

ホ
テ
ル
ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
で
指
名
の
参
加
者
で
開

催
し
ま
し
た
。

同
期
会
も
年
々
高
齢
化
が
進
ん
で

参
加
者
が
減
少
し
一
寸
寂
し
い
感
じ
が
し
ま
す
が
、

も
う

暫
く
は
継
続
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま 記

す
。

会
は
最
初
に
永
田

会
長
の
開
会
の
挨
拶
で

始
ま
り
、
続
い
て

岡
部
事
務
局
か
ら
の
近
況
の

報
告
の
後
、
物
故
者

に
全
員
で
黙
祷
を
奉
げ
御

冥
福
を
祈
っ
た
後
、
い
よ
い
よ

宴
会
に
移
り
ま

し
た

。
美
味
し
い
料
理
に
舌
鼓
を
う
ち
な
が
ら
、

杯
を
重
ね
る
に
つ
れ
賑
や
か
な

雰
囲
気
で
宴
も

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で

、

今
回
余
興

と
し
て
用
意
さ
れ
た
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー

が
始
ま

り
ま
し
た

。

演
技
を
さ
れ
る
魔
術
師
は
、
こ
の

道
刊
年
の
ベ
テ
ラ
ン
で

、

い
ろ
ん
な
所
に
出
張

し
て
マ
ジ
ッ
ク
を
披
露
さ
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ

て
素
晴
ら
し

い
道
具
を
駆
使
し
た
魔
術
に
会
場

を
大
い
に
楽

し
ま
せ
て
戴
き
ま
し

た
。
続
い
て

バ
ン
ド

演
奏
に
よ

っ
て
懐
か
し
い
数
数
の

曲
が

メ
ロ
デ
ィ
ー

で
流
れ
若
か
り
し
頃
の
気
分
に
浸

り
ま
し
た

。

ラ
ス
ト

は
自
慢
の
喉
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
で
締
め
く
く
り
、
予
定
時
間
を
少
々
オ

ー

バ
ー
し

て
宴
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

最
後
に
却
期
生
の
今
後
の
御
多
幸
と
御
健
勝
、

併
せ
て
東
筑
高
校
の
発
展
を
祈
念
し
て
万
歳
三
唱

で
同
期
会
を
無
事
に
終
了
し

、

来
年
の
再
会
を
約

束
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

（三
村
輝
雄

平成 26 年 1 1 月 1 3 8 

印
期
だ
よ
り

6

年
繰
り
上
げ
、
米
寿
を
祝
う

同期会

私
遠
回
期
の
有
志
お
人
は
、
平
成
幻
年
5

月
9

日

正
午
、
北
九
州
市
八
幡
西
区
黒
崎
の
料
亭
「
古

仙
」
に
集
ま
り
、
6

年
繰
り
上
げ
て

、

米
寿
を
祝

う
昼
食
会
を
聞
い
た
。

乾
杯
の
音
頭
は
、
大
阪
府
吹

田
市
か
ら
は
る
ば

る
参
加
さ
れ
た
岩
崎
光
隆
君
に
、
ま
た
終
宴
の
さ

い
。

印
期
よ
、
永
遠
な
れ
。
の
万
歳
発
声
は
、
広

島
在
住
の
松
尾
秀
雄
君
に
そ
れ
ぞ
れ
、
お
願
い
し

た
。今

回
の
集
ま
り
は
平
成
お
年

目
月
の
祝
傘
寿
別

府
旅
行
以
来
だ
っ
た
の
で

、

フ

ル
コ
1

ス
の
日
本

料
理
と
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
で

、
忘
れ
ら
れ
な
い

同
期
会
に
な
っ
た
。

東筑 49 期

記
）

「古仙J で聞いた 50 期の 6 年繰り上げ「米寿」昼食会
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実
は
別
府
旅
行
の
後
、
l

年
し
か
た
た
ぬ
内

に
、

男
子
3

人
が
天
国
に
旅
立
っ
た
。

「
諸
行

無
常
」
「
わ
れ
や
先
、
人
や
先
」
。

米
寿
ま
で
あ

と
6

年
も
待
て
な

い
、
と
い
う
危
機
感
か
ら

、

6

年
繰
り
上
げ
の
同
期
会
を
思
い
つ
い
た
次
第

だ
。誠

に
残
念
な
が
ら

、

こ
れ
に
は
、
か
な
り
の

友
人
か
ら
強
い
反
対
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
事
実

で
あ
る
。

私
達
印
期
は
昭
和
8

年
生
れ
。

満
泣
歳
の
年

齢
を
考
え
る
と
、
「
古
仙
」
で
の
昼
食
会
は
、

昭
和
幻
年
3

月
の
卒
業
か
ら
今
日
ま
で
続
け
て

き
た
活
動
に
終
止
符
を
う
つ
ク
千
秋
楽
ψ
に
な
っ

た
、

と
思
っ
て
い
る
。

今
後
は

、

グ
ル
ー

プ
ご
と
に
会
食
や
小
旅
行

に
出
掛
け
な
が
ら

、

お
互
い
の
健
康
を
確
か
め

，
－
、

。

ナ
ム
し合

言
葉
は
。
友
情
に
感
謝

ψ

で
あ
る
。

（福
岡
支
部
高
崎
剛
夫

1・
川
口H
E
ζ
ι
円
、J

5
E

♀
I
F
o
r
d
 

傘
寿
の
ク
ラ
ス
会
－m
京
都

前
回
に
傘
寿
の
ク
ラ
ス
会
は
京
都
へ
と
決
め

た
そ
の
日
が
来
た
。

日
月
お
日
九
州
組
は
の
ぞ

み
国
号
で
小
倉
を
出
発
。

。
今
年
も
会
え
て
良

か
っ
た
ね
。
と
い
つ
も
の

三
年
四
組
の
お
し
ゃ

べ
り
が
始
る
。

そ
し
て
あ
っ
と
い
う
聞
に
東
寺

の
五
重
塔
が
見
え
、

京
都
に
着
い
た
実
感
が
湧

い
て
く
る
。

駅
前
の
ホ
テ
ル
京
阪
京
都
で
東
京

組
と
お
ち
合
う
。
添
田
幹
爾
さ
ん
が
京
都
の
名

所
を
冊

子
に
し
て
下
さ
っ
て
い
た

。
そ
れ
を
頼

り
に
明
日
は
ま
ず
二
条
城
か
ら
と
決
定
し
た
。

ほ
っ
と
す
る
暇
も
な
く
今
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
琵
琶
湖

へ
と
急
ぐ
。

出
航
の
ド

ラ
が
鳴
り
響

く
な
か
を
急
い
で
乗
船
す
る
。

デ
ッ
キ
に
立
っ

と
湖
面
を
渡
る
風
は
少
し
強
い
が
こ
こ
ち
良

か
っ
た
。
古
い
伝
え
の
竹
生
島
を
探
し
た
が
遠

く
他
の
島
除
で
見
え
な
か
っ
た
。

周
遊
の
終
り 寸

し
J

－
－
＝
ロ
」

に
、
あ
の
琵
琶
湖
周
航
の
歌
が
流
れ
て
き
て

、

数

人
で
4

番
ま
で
合
唱
し
た
。

懐
か
し
き
が
こ
み
あ

げ
る
船
中
で
飲
ん
だ
コ
ー
ヒ
ー

は
至
福
の

一
杯

だ
っ
た
。
ホ
テ
ル
で

一
服
し
て
京
都
駅
ビ
ル
に
詳

し

い
武
藤
豊
さ
ん
の
案
内
で
夕
食
を
と
る
。
そ
の

時
に
添
田
さ
ん
か
ら
校
歌
の
作
詞
者
に
つ
い
て
の

論
議
が
本
校
で
あ
っ
た
そ

の
顛
末
の
説
明
が
あ
っ

た
り
し
て
思
い
出
話
が
楽
し
く
は
ず
ん
だ

。

2

日
目
は
京
都
観
光
タ
ク
シ
ー

で
二
条
城
を
訪

ね
嵯
峨
野
の
竹
林
へ
。

こ
こ
は
観
光
客
が
多
く
車

の
乗
り
入
れ
は
遠
慮
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ

た
が
、
我
々
の
様
子
を
見
て
車
で
入
っ
て
下
さ
っ

た
。

心
の
中
で
ク
ご
め
ん
な
さ
い
ψ
と
頭
を
下
げ

な
が
ら
観
光
客
を
掻
き
分
け
る
株
に

通
り

、

天
龍

寺
、

祇
王
寺
と
静
寂
を
堪
能
し

、

正
伝
寺

、

長
殊

院
な
ど
タ
ク
シ
ー

の
運
転
手
さ
ん
と
相
談
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と

7

時
間
の
遊
覧
で
し
た
。
こ
の
日

も
駅
ピ
ル
で
夕
食
を
済
ま
せ
て
ロ
階
の
パ

l

に
案

内
し
て
も
ら
っ
た

。

。
パ
！

な
ん
て

何
十
年
ぶ

り
？
。
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
聞
き
な
が
ら
、
タ
ワ
ー

の
光
の
中
で
グ
ラ
ス
片
手
に
京
の
夜
を
ゆ

っ
く
り

と
楽
し
ん
だ
。

さ
て
3

日
目

。

私
事
の
大
事
な
仕
事
を

一
日

勘

違
い
を
し
て
い
た
為
に
、
早

朝
に
京
都
を
発
っ
た
。

（こ
こ
か
ら
は

小
山
富
士
男
さ
ん
か
ら
の
報
告
で

す
）
丁
度
初
日
か
ら

一
般
公
開
さ
れ
た
京
都
御
所

へ
。

修
学
旅
行
の
時
に
紫
震
殿
の
前
で
写
真
を

撮
っ
た
記
憶
な
ど
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
歩
き
東
本
願
寺
へ
、

世
界
最
大
級
の
木
造

建
築
の
大
師
堂
な
ど
を
見
て
、
こ
こ
が
旅
の
終
り

と
な
っ
た
。

。
ま
た
来
年
。
を
期
待
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。

写
真
と
メ
モ
は

小
山
さ
ん
提
供
で
す
。

久
し
ぶ
り
同
期
の
友
と
の
語
ら
い
は

心
は
ず
ん
で
昔
を
思
う

志
村
敏
行

も
の
忘
れ
が
烈
し

く
な
っ
た
昨
今
で
す
。

だ
か

ら
こ
そ
懐
か
し
い
人
と
の
出
会
い
が
嬉
し
く
心
が

は
ず
む
の
で
し
ょ
う
か

（阿
部
道
子

日
期
だ
よ
り

ゴ
ル
フ
大
会
ダ
ブ
ル
優
勝
の
お
ま
け

傘寿 in 京都

第
沼
田
東
筑
ゴ
ル
フ
大
会
に
お
い
て
、
団
体
戦

と
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
部
個
人
戦
に
お
い
て
ダ
ブ
ル

優
勝
の
栄
誉
に
授
か
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は

叩
年
前
か
ら
東
筑
同
級
生
の
妻
と
遠
征
参
加

（現

千
葉
県
在
住
）
し
て
お
り
、
過
去
に
ニ
ア
ピ
ン
賞
・

団
体
2

位
等
相
性
の
良
い
大
会
で
し
た
。

個
人
優

勝
は
ハ
ン
デ
ィ
に
恵
ま
れ
た
も
の
で
満
足
し
た
内

容
で
は
な
く
ラ
ッ
キ
ー

な
も
の
で
し
た

。

団
体
戦

は
メ
ン
バ
ー

に
恵
ま

れ
シ
ン
グ
ル
の

岡
住
・
背
の

両
名
が
実
力
を
示
し

勝
利
し
た
も
の
で
す

。
表
彰

式
は
東
筑
会
総
会
の
場
で
催
行
さ
れ
る
の
で
同
期

代
表
者
と
し
て
是
非
参
加
し
て
欲
し
い
と

、

関
係

者
か
ら
背
中
を
押
さ
れ
、
妻
と
同
伴
で
参
加
し
た

次
第
で
す
。

東
筑
会
総
会
会
場
は
、
l

，

3

0
0

を
超
え
る

同
窓
の
老
若
男
女
で
溢
れ
ん
ば
か
り
の
大
盛
況
、

そ
の
熱
気
と
活
気
は
圧
巻
で
し
た
。

表
彰
式
と
挨 百己

、』戸〆

拶
を
終
え

、

同
期
が
集
う
テ
ー

ブ
ル
に
ト
ロ

フ
ィ

ー

を
持
参
、
仲
間
と
歓
喜
の
祝
杯
を
幾
度
も

交
わ
し
歓
び
を
共
有
し
合
い
ま
し
た
。
今
回
の
参

加
で
何
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は

、

壇
上
で
の

表
彰
式
で
注
目
を
浴
び
た
お
蔭
で
多
く

の
先
輩
後

輩
の
方
々
の
目
に
止
ま
り

、

思
わ
ぬ
人
達
に
遭
遇

し

旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
で
す
。

東

筑
卒
業
後
は
大
学
・
社
会
人
と
今
日
ま
で
関
東
在

住
の
生
活
で
し
た
か
ら
、

実
に
訂
年
ぶ
り
の
総
会

初
参
加
だ
っ
た
の
で
す
。

「
温
故
知
新

・

温
故
知
人
」

を
写
実
的
に

実
感
す
る
貴
重
な
休
験
で
し
た
。

1

2

0

年
に
至
る
歴
史
と
伝
統
の
重
み
を
ひ
し

ひ
し
と
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
妻
共
々
東
筑
卒

業
生
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ

ま
し

た
。

恒
例
の
応
援
部
に
よ
る
エ
l

ル
、
校
歌
斉
唱
は

い
つ
も
ジ
1

ン
と
来
ま
す
・
－
O

「
よ
き
か
な
東
筑
う
る
わ
し
く
東
筑
東
筑

寛
か
な
れ
あ
、
東
筑

l

」

声
を
限
り
に
歌
い
上
げ
ま
し
た
。

東
筑
万
歳
！

最
後
に
今
回
お
世
話
に
な
っ
た
皆
様
に
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（小
川
哲
朗

団体優勝トロフィーを囲んで記
）
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引
期
だ
よ
り

第
四
回
「
温
泉
ぷ
う
り
旅
」

何
と
な
く
遊
び
が
好
き
で
始
め
た
旅
行
が
、

今
年
で
初
年
の
節
目
を

迎
え
る
事
と
成
り
ま
し

た
。

今
回
の
春
の
旅
行
は
、
熊
本
の
奥
座
敷
「
植

木
温
泉
」
に
4

月
9

日
、
水
巻
の

「竹
の
子
」

を
ホ
テ

ル
の
送
迎
用
の
パ
ス
で
日
時
に
出
発
、

鞍
手
イ
ン
タ

ー
よ

り
九
州
道
を
南
下
す
る
が
、

い
つ
も
の
よ
う
に
早
速
ビ
l

ル
が
回
っ
て
来
る
。

そ
の
う
ち
気
分
も
学
生
時
代
に
戻
り
皆
好
き
な

よ
う
に
し
ゃ
べ
く
り

、

気
が
付
け
ば
基
山
パ
ー

キ
ン
グ
。

休
憩
を
と
り
、
こ
こ
で
福
岡
か
ら
の

参
加
者
2

名
と
合
流
、
今
年
も
初
参
加
者
3

名

を
含
み
総
勢

山
名
に
な
り
こ
れ
よ
り
目

的
地
の

植
木
温
泉
「
荒
木
観
光
ホ
テ
ル
」
に
向
か
う
。

丁
度
、
お
昼
時
に
到
着
し
早
速
昼
食
を
い
た
だ

き
、
午
後
よ
り
古
希
を
迎
え
た
我
々
が
地
域
の

老
人
会
デ
ビ
ュ
ー

に
顔
を
出
す
為
に
も
現
在
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
る
も

の
を
体
験
し
て
み
よ
う
と
言
う
事
で
や
っ
て
み

る
が
、
こ
れ
が
簡
単
な
様
で
な
か
な
か
難
し
く

ボ
ー

ル
が
真
っ
す
ぐ
に
行
っ
て
く

れ
な
い
。

最
初

の
内
は
楽
に
や

っ
て
い
た
の
で
す

が
途
中
か
ら
皆

さ
ん
真
剣
に
な
り
終
っ
て
み
れ
ば
あ
っ
と
い
う
聞

の
2

時
間
で
し
た
。

温
泉
で
汗
を
流
し
夕
刻
よ
り

楽
し
み
に
し
て
い
る
宴
会
が
始
ま
り
踊
り
や
カ
ラ

オ
ケ
で
盛
り
あ
が
る
。

ホ
テ
ル
よ
り
グ
ラ
ン
ド

ゴ

ル
フ
の
表
彰
が
あ
り
賞
金

、

賞
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
ま
し
た
。

宴
会
後

、

愛
知
の

「花
舞
小
菊

一
座
」
の
大
衆
演
劇
を
観
て
楽
し
み
ま
し
た
。

翌

日
、
朝
食
を
済
ま
せ
ホ
テ
ル
を
後
に
し
て

一
路
柳

川

へ
、
途
中
ダ
ル
マ
ッ
ク
ス
工
場
を
見
学
、
説
明

に
よ
る
と
九
州
で
は

l

社
し
か
無
い
布
団
工
場
だ

そ
う
で
す
。

生
憎
、
雨
の
中
柳
川
に
到
着
し
昼
食

は
楽
し
み
に
し
て
い
た
鰻
の
せ
い
ろ
蒸
し
を
い
た

だ
き
満
足
で
し
た
。

本
来
な
ら
川
下
り
付
き
な
の

で
す
が
残
念
な
が
ら
中
止
に
な
り
「

お
花
」
の
見

学
に
変
更
で
し
た
。

お
み
や
げ
を
買
い
込
み
高
速

道
を
北
上
し

、

夕
方
無
事
に
水
巻
に
到
着
し
ま
し

た
。

あ
っ
と
い
う
聞
の
楽
し
い

2

日

間
で
し
た
。

（幹
事
古
賀
正
博
記

）

印
期
だ
よ
り

幼
馴
染
の
二
人
展
《
北
九
州
・
京
都
・
横
浜》

花舞小菊一座と記念撮影

我
々
臼
期
生
は
今
年

、

古
希
を
迎
え
ま
し
た

。

小
学
校

・

中
学
校

・

高
校
を
同
窓
で
学
ん
だ
大
の

親
友
の
二
人
は
古
希
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
何
か

記
念
に
な
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
考
え
ま
し
た

。

二
人
は
定
年
後
、
趣
味
の
世
界
で
衛
藤
は
淡
彩

画
、

岩
崎
は
陶
芸
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
ら
の
作
品
を
持
ち
寄
り
、
。
幼

馴
染
の
二
人

展
ψ

を
二
人
の
共
通
の

故
郷
の
北
九

州
と
岩
崎
と

衛
藤
の
現
在
の
生
活
拠
点
の
京
都
と
横
浜
の
3

箇

所
で
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

。

【
北
九
州会
場
｝
二
人
展
の
ス
タ
ー
ト

に
相
応

し
く
四
月
初
め
の
桜
の
時
期
に
八

幡
東
区
の
旧

百
三
十
銀
行
ギ
ャ
ラ
リ

ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

臼

期
の
同
窓
生
を
中
心
に
会
場
の
設
営
等
を
サ
ポ
ー

ト

頂
き
、
順
調
な
立
ち
上
が
り
で
し
た
。

来
場
者

プV:.~，タ：：/.,, 
淡彩画 （衛藤）： ；奮を待つ川崎大師

も

5

日
間
で
2
5

0

名
に
も
な
り
ま
し
た

。

半
世

紀
ぶ
り
の
同
窓
生
も
多
く
来
場
し
ま
し
た
が
、
不

思
議
な
も
の
で

、

5

分
間
も
話
し
て
い
る
と
一
気

に
半
世
紀
の
時
空
が
埋
ま
り
、
昔
の
友
の
顔
で
し

た
。｛

京
都
会
場
］5
月
終
わ
り
の
梅
雨
入
り
前
の

新
緑
が
締
麗
な
京
都
の
中
心
地
・
御
池
に
あ
る
万

華
鏡
ミ
ュ
l

ジ
ア
ム
で
開
催
し
ま
し
た
。

関
西
東

筑
会
の
H
P

等
を
通
じ
て
、
事
前
に
同
窓
生
へ
の

告
知
活
動
等
を
し
て
頂
い
た
お
陰
で
、

5

日
間
で

3
5

0

名
も
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

陶芸 （岩崎）：編み丸陶笛

【
横
浜会
場
｝
6

月
の
終
わ
り
に
、
み
な
と
み

ら
い
の
馬
車
道
に
あ
る
大
津
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
開

催
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
も
東
京
東
筑
会
の
皆
様
に

会
場
準
備
や
集
客
で
大
変
お

世
話
に
な
り
、
来
場

者
も
5

日
間

で
1
9
0

名
に
も
な

り
ま
し

た
。

今
回
の
二
人
展
で
は
二
人
の
作
品
を
皆
様
に
ご
覧

い
た
だ
く
嬉
し
さ
に
加
え
、
約
半
世
紀
ぶ
り
の
旧

友
と
再
会
が
何
よ
り
も
の
喜
び
で
し
た
。
二
人
は

次
の
喜
寿
を
目
指
し
て
元
気
で
ま
た

何
か
を
や
れ

る
よ
う

、

精
進
し
て
行
き
た
い
と
話
合
っ
て
お
り

ま
す
。

尚
、
こ
の

二
人
展
の
詳
細
は
次
の
H
P

で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

。

近
江
の
閑
人
帳

。

Z
G
＼
＼
当
者
宅
需on
E
g
匂
＼O
E
ロ
5
o
w
B百
円
F
O戸
＼

（
岩崎
安
男

・

衛
藤
福
雄
記

）

回
期
だ
よ
り

東
筑
会
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
祝
賀
コ
ン
ペ
＆
旅
行

平
成
お
年
度
「
第
沼
田
東
筑
会
ゴ
ル
フ
大
会
」

に
お
き
ま
し
て
、
当
期

（白
期
）
は
、
コ
ン

マ
2

の
差
で
優
勝
を
逃
し

、

準
優
勝
と
い
う
結
果
に
甘

ん
じ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
悔
し
さ
を
機
に

、

ゴ
ル
フ
メ
ン
バ
ー

に
火

が
つ
い
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
同
期
の
ゴ
ル
フ
仲
間
を
発
掘
し
て
会
員
を

増
や
し
、
定
期
的
に
同
期
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る

な

ど
、
優
勝
に
向
け
て
準
備
は
着
々
と
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た

。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
か

、
昨
年
の
「
第

訂
回
東
筑
会
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
お
き
ま
し
て、

見

事
悲
願
の

団
体
優
勝
を

飾
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
、
早
速
優
勝
パ
レ
ー

ド

な
ら
ぬ
「
優
勝
遠
征
祝
賀
コ
ン
ペ
」
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
、
参
加
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
思

師
の
埴
生
先
生
を
は
じ
め
、
ゴ

ル
フ
を
す
る
者
、

し
な
い

者
合
わ
せ
て
却
余
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま

1
レ
れ
～。

。
行
き
先
の
長
崎
を
目
指
し
て
、
い
ざ
出
発
ρ

。

ゴ
ル
フ
組
は
祝
賀
コ
ン
ペ
を
、
観
光
組
は
ハ
ウ
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ス
テ
ン
ボ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
パ
ス
旅
行
へ
と

別
れ
、
夕
方
に
は
ま
た
ホ
テ
ル
に
て
合
流
し
、

楽
し
い
祝
賀
懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。

楽
し
い
余
韻
を
残
し
な
が
ら
、
今
年
実
施
予

定
の
同
期
旅
行
が
提
案
さ
れ
、
平
成
幻
年
叩
月

4

日
か
ら
5

日
に
倉
敷
の
街
並
み
・
美
術
館
を

見
学
し
た
の
ち
、
き
れ
い
に
お
色
直
し
の
済
ん

だ
国
宝
姫
路
城
を
め
ぐ
る
1

泊
2

日
の
旅
行
に

決
ま
り
、
現
在
は
、
そ
の
と
り
ま
と
め
の
最
中

で
す
。

ま
た
、
い
よ
い
よ
来
年
は

、

高
校
卒
業
回
年

（半
世
紀
）
と
い
う
こ
と
で
、
記
念
の
ハ
ワ
イ

旅
行
を
計
画
中
で
す
。

ゴ
ル
フ
組
と
観
光
組
に

別
れ
、
夕
方
に
は
合
流
し
て

美
し
い
ハ
ワ
イ
の

夕
陽
を
見
な
が
ら
の
食
事
と
な
り
そ
う
で
す
。

も
ち
ろ
ん
同
期
の
皆
様
に
は
後
日
詳
し
い
連
絡

を
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の

「東
筑
会
報
」
誌
を

ご
覧
に
な
ら
れ
て
の
参
加
ご
希
望
の
方
も
大
歓

迎
で
す
の
で
、
ど
し
ど
し
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先

日
期
事
務
局
（
康
田
）

O
Q
U
O
I
7
9
2
8
1
8
0
5
4
 

ゴ
ル
フ
部
会
（
藤
津
）

O
Q
d
o
l
l
8
7
0
1
6
6
9
3
 

（藤
津
泰
尊
記

）

m
w期
だ
よ
り

台
風
接
近
の
日
に
長
崎

・
島
原
旅
行

優勝祝賀旅行

第
2

回
以山期
温
泉
同
好
会
の
旅
は
、
長
崎
と
島

原
方
面
へ
の
旅
と
な
り
ま
し
た

。

出
発
日
の
昨
年

目
月
ロ
日
は
、
台
風
十
九
号
が
九
州

へ
接
近
し
て

お
り
、
旅
行
に
行
く
か
ど
う
か
の
判
断
が
難
し
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
が

、
風
が
ま
だ
弱
く

、

台

風
が
逸
れ
て
い
く
可
能
性
も
あ
っ
た
た
め
、
岩
谷

一
美
君
の
運
転
す
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
長
崎
市
へ

向
か
い
ま
し
た
。

前
回
の
阿
蘇
地
獄
温
泉
へ
の
旅

は
、
参
加
者
が
男
性
ば
か
り
で
し
た
が
、
今
回
は

女
性
三
名
を
含
む
日
人
の
旅
と
な
り
ま
し
た
。

ま

ず
は

、

長
崎
市
内
の
中
華
街
で

昼
食
を
と
っ
た
後

、

出
島
跡
を
見
学
し
、
稲
佐
山
へ

登
り
ま
し
た

。

稲

佐
山
山
頂

で
は
、
風
が
強
く
短
時
間
し
か
長
崎
市

内
を
展
望
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
島
原
の
小
浜
祖

泉
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

宿
泊
し
た
伊
勢
屋
旅
館

の
支
配
人
が
、
今
回
参
加
し
た
小
川
博
幸
君
と
旧

知
の
間
柄
で
あ
っ
た
た
め
、
横
断
幕
の
製
作
や
写

真
撮
影
な
ど

、

い
ろ
い
ろ
と
便
宜
を
図
っ
て
貰
え

ま
し
た
。

次
の
日
は
朝
か
ら
風
が
強
く
な
り
、
雨

も
降
り
始
め
ま
し
た
。

旅
行
コ
l

ス
を
再
検
討
し

て
、
雲
仙
岳
を
縦
断
す
る
コ
i

ス
を
選
び
、
強
い

風
雨
の
中
、
山
を
越
え
て
普
賢
岳
災
害
記
念
館
に

て
火
砕
流
等
を
疑
似
体
験
し
ま
し
た
。

一
方
、
台

風
は
鹿
児
島
に
上
陸
後
、
四
国
方
面
へ
進
み、
我
々

が
諌
早
干
拓
道
路
を
通
る
頃
に
は
、
台
風
の
影
響

が
感
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
穏
や
か
な
天
候
に
な
り
ま

し
た
。

皆
、
こ
の
ま
ま
北
九
州
ま
で
帰
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
福
岡
へ
近
づ
く

に
つ
れ
て

、

風
が
だ
ん
だ
ん
と
強
く
な
り
、
折
れ

た
木
の
校
が
道
路
上
に
落
ち
て
い
た
り
、
強
風
で

パ
ス
が
何
度
も
持
ち
上
げ
ら
れ
そ
う
に
な
り
ま
し

た
。

幸
い
運
転
手
の
優
れ
た
運
転
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

よ
り
、
北
九
州
ま
で
無
事
に
帰
り
着
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た

。

関
東
か
ら
参
加
し
て
い
た
坂
田

義
勝

君
の
帰
路
の
飛
行
機
使
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
も
無
事
に
帰
宅
で
き
た
と
の
知
ら
せ
が
あ
り

ま
し
た
。

今
回
の
旅
行
は
、
参
加
者
に
と
っ
て
忘

” 、 福岡 県立木丸高 ，／J. 66期間J!lj会4
れ
ら
れ
な
い
旅
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
幹
事
加
来
久
幸

印
期
だ
よ
り

京
都
へ
2

年
遅
れ
の
還
暦
旅
行

1

月
但
・
お
日
の
日
程
で
、
延
び
延
び
に
な
っ

て
い
た

同
期
会
の
還
暦
旅
行
を
京
都
で
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

。

福
岡
県
組
は
小
倉
か
ら
新
幹
線

に
乗
り
合
わ
せ
て

、

京
都
に
着
く
ま
で
さ
な
が
ら

修
学
旅
行
の
よ
う
な
賑
わ
い
で
し
た
。

4

組
の
桂
君
の
お
世
話
で
全
員
京
都
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
、
宴
会
は
9

組
の
平
松
後
子
（
旧

姓
山
本
）
さ
ん
が
経
営
す
る
京
都
大
学
近
く
の
「樽

八
」
を
会
場
に
同
時
か
ら
開
宴
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
総
勢
判
名
と
な
り
ま
し
た
が
、

全
国
か
ら
の
参
加
で
普
段
の同
期
会
で
は
顔
を
合

わ
せ
な
い
同
級
生
と
の
再
会
を
喜
び
合
う
シ
l

ン

が
幾
つ
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

代
表
幹
事
の
7

組
の
吉
武
君
の
挨
拶
で
始
ま
り

5

組
の
山
鹿
君
の
司
会
で
宴
会
が
進
み
、
参
加
者 無事旅館に着いてホット一息

は
ク
ラ
ス
ご
と
に
前
に
出
て
近
況
を
報

告
し
ま
し

た
。

2

次
会
は
ダ
ン
ス
も
踊
れ
る
広
い
フ
ロ
ア
付

の
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
で
、

「高
校
3

年
生
」
や

青
春
時
代
の
楽
曲
で
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

翌
お
日
は
、
観
光
パ
ス
1

台
を
貸
切
り
京
都
観

光
を
楽
し
み
ま
し
た

。

最
初
に
北
山
の
仁
和
寺
を

訪
ね
た
訳
で
す
が
、
実
は
仁
和
土
寸
の
門
跡
を
務
め

て
お
ら
れ
る
立
部
祐
道
管
長
さ
ん
が
宗
像
の
鎮
国

寺
の
元
住
職
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
事
前

に
連
絡
さ
せ
て
頂
い
た
と
こ
ろ
ご
厚
意
で
自
ら
お

寺
の
案
内
を
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

見
事
な
庭
園
を
眺
め
る
中
で
、
庭
の
維
持
管
理

に
年
間
一
千
万
円
以
上
か
か
る
こ
と
や
幕
末
の
倒

幕
の
象
徴
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た

「錦
の
御
旗
」
が

仁
和
寺
の
経
堂
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た

と
い
う
話
な
ど
、
分
か
り
易
く
説
明
し
て
頂
き
ま

し
た
。

ま
た
国
宝
・
金
堂
が
1

月
末
ま
で
の
期
間

限
定
で
拝
観
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、

こ
こ
で
も
丁
寧
な
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

石
庭
の
龍
安
土
寸
や
金
閣
寺
を
修
学
旅
行
生
や
外

国
人
観
光
客
に
固
ま
れ
な
が
ら
訪
ね
た
後
、
静
か

な
雰
囲
気
の
し
よ
う
ざ
ん
リ

ゾ
ー
ト

で
京
料
理
の

記
）
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昼
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。

京
都
駅
ま
で
観
光
パ
ス
を
走
ら
せ
、

－

泊
2

日
の
短
い
還
暦
旅
行
の
名
残
を
惜
し
ん
で
再
会

を
誓
い
合
い
な
が
ら
解
散
し
ま
し
た
。

（
末吉
孝

印
期
だ
よ
り

北
九
州
と
熊
本

齢
臼
歳
を
迎
え
現
職
に
励
む
者
あ
る
い
は
既

に
リ
タ
イ
ア
し
た
者
あ
り
、
高
校
野
球
の
勝
敗

に

一
喜
一
憂
し
て
い
る
印
期
会
で
す
。

前
回
の
こ
の
会
報
で
、
北
九
州
出
身
の
熊
本

大
学
医
学
部
生
と
懇
親
会
を
聞
い
て
い
る
旨
ご

披
露
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
熊
本
市
の
宮

川
蓋
臣

様
か
ら
「
ひ
の
く
に
東
筑
会
」
総
会
に
ご
丁
寧

な
お
招
き
を
頂
き
ま
し
た
。

と
て
も
有
難
く
嬉

し
い
お
話
で
す
の
で
5

月
げ
日
に
参
上
致
し
ま

し
た
。

ひ
の
く
に
東
筑
会
は
会
員
制
人
を
数
え
、
今

年
で
叩
周
年
を
迎
え
ま
す
。

回
期
の
大
庭
英
樹

様
が
新
会
長
と
な
ら
れ
、
町
期
の
宮

川
様
が
事

務
局
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
当

日
部
人
の
参
会
者

に
は
会
社
経
営
、
名
誉
教
授
、
医
師
が
お
見
え

に
な
り

、

1
0

7

期
で
地
元
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

を
し
て
お
い
で
の
柴
田
理

美
様
が
司
会
を
務
め

ら
れ
ま
し
た
。

現
役
学
生
か
ら
も
竹
井
樹
さ
ん

（1
1
0

期
）、
岡
本
良
裕
さ
ん

（1
1
1

期
）
、

松
村
貴
輝
さ
ん

（1
1
2

期
）、
田
中
佑
季
さ

ん

（1
1

2

期
）
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

記

念
講
演
に
は
お
期
の
井
田
栄
一
先
生
が
ホ
ス
ピ

ス
に
関
し
て
、

学
生
時
代
と
変
わ
ら
な
い
口
調

で
、
医
学
と
ヒ
ト

の
死
に
つ
い
て
思
慮
に
満
ち

た
良
い
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
食
事
と
お
話
を
皆
様
と
親

し
く
ご

一
緒
さ
せ
て
頂
き
、
ビ
ー

ル
を
沢
山
頂

い
た
の
で
九
州
新
幹
線
で
参
っ
て
良
か
っ
た
と

つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。

後
日
、
宮
川
様
か
ら
お
便
り
を
頂
き

、

記
）

お
盆
に
は
ひ
の
く
に
東
筑
会
で

山
鹿
市
の
灯
篭
祭

り
に

出
向
か
れ
る
そ
う
で
す
。

な
ん
と
も
楽
し
げ

な
お
付
き
合
い
で
す
。

北
九
州
と
熊
本
の
ご
縁
を
ご
紹
介
し
た
拙
文
に

日
に
留
め
て
頂
い
た
こ
と
で
、
こ
の
会
報
に
多
く

の
方
々
が
高
い
関
心
を
お
持
ち
で
あ
る
事
が
判
り

ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
の
東
筑
会
が
活
発
に
活
動
し
て
い

る
事
を
知
り
、
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

北
九

州
く
き
の
う
み
東
筑
会
も
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い

よ
う
で
す
。

ひ
の
く
に
東
筑
会
の
皆
様
に
は
こ
の
度
の
お
招

き
に

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

、

こ
れ
か

ら
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す。

（会
長
末
吉
信
之

初
期
だ
よ
り

新
た
芯
出
逢
い
l

還
暦
両
容
山
会l

こ
の

高
校
時
代
に
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
こ
と
が
な

い
。

話
し
を
し
た
こ
と
も
な
い
。

彼
女
が
私
の
存

在
を
認
識
し
て
い
た
と
も
思
え
な
い
。

そ
の
女
性

か
ら
突
然
声
を
か
け
ら
れ
た
。

臼
歳
に
な
っ
た
還

暦
同
窓
会
で
の
出
来
事
dだ
。

「日
君
は
鹿
児
島
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
」
と
の

話
。

き
ょ
う
参
加
し
て
い
な
い
同
級
生
の
そ
の
後

の
消
息
を
、
彼
女
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。

昭
和
幻
年
3

月
卒
業
、
判
数
年
が
経
っ
た
。

職

場
で
の
現
役
は
ほ
ぼ
終
え
た
。
家
庭
で
の
子
育
て

も
峠
を
越
え
た
。

世
間

と
の
し
が
ら
み
も
変
化
し

た
。

家
庭
環
境
も
、
子
育
て
か
ら
介
護
へ
。

素
直

に
高
校
時
代
を
振
り
返
る
世
代
に
な
っ
た
。

東
筑

高
校
叩
期
卒
業
生
の
同
窓
会
だ
。

事
前
準
備
で
は
、
会
場
が
二
転
三
転
し
た
。

海

峡
ク
ル
1

ジ
ン
グ
や
温
泉
泊
も
検
討
さ
れ
た
が
、

様
々
な
事
情
か
ら
実
現
直
前
で
ボ
ツ
。

結
局

、

県

外
か
ら
の
交
通
の
便
な
ど
を
考
え
て
小
倉
駅
前
と

な
っ
た
。

コ
レ
ッ
ト
ロ
階

「花
葡
萄
」
が
会
場
と

な
っ
た
。

小
倉
駅
の
新
幹
線
や
モ
ノ
レ

ー
ル
を
見 記

）

下
ろ
し
な
が
ら
の
同
窓
会
と
い
う
企
画
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
交
通
の
便
が
良
過
ぎ
た
。

世
話
人
会

の
想
定
を
大
幅
に
上
回
る

1
0
8

人
が
集
ま
っ

た
。

結
果
と
し
て
狭
い
会
場
に
な
っ
た
が
、
多
く

の
同
級
生
が
集
ま
り
、
同
窓
会
と
し
て
は
大
成
功

で
あ
っ
た
。

高
校
時
代
や
そ
の
後
の
同
窓
会
の
写

真
な
ど
を

ス
ラ
イ
ド
上
映
し
た
。

軽
妙
な
司
会
の
解
説
で
盛

り
上
が
っ
た
。
青
春
時
代
の
B
G
M
で
会
話
が
弾

み
、
北
九
州
の
夜
景
を
楽
し
む
ゆ
と
り
も
な
く
、

再
会
の
時
が
流
れ
た
。

平
成
初
年
日
月
2

日
の
同
窓
会
当
日
は
、
お

昼

ご
ろ
折
尾
駅
に
集
ま
っ
た
。

東
筑
ま
で
の
通
学
路

を
歩
い
た
。

前
校
長
の
柴
田
君
が
校
内
を
案
内
し

て
く
れ
た
。

建
物
は
配
置
か
ら
変
わ
っ
て
い
る

。

生
徒
の

「質
」
も
ず
い
ぶ
ん
と
変
わ
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

そ
の
後
、
貸
し
切
り
パ
ス
で
若
戸
大
橋
を

渡
り
、
門
司
港
レ
ト

ロ
へ
向
か
っ
た
。

健
さ
ん
が

訪
ね
た
海
峡
を
眺
め
な
が
ら

、

焼
カ
レ
！

と
地

ピ
l

ル
を
楽
し
ん
だ
。

そ
し
て
、
午
後
5

時
頃
、 折尾駅から当時の通学路を歩いて正門で記念撮影

小
倉
駅
前
の
会
場
へ
。

大
き
な
海
で
泳
い
で
い
た
鮭
も
、
生
ま
れ
故
郷

の
川
に
戻
る
。

そ
の
時
は
、
か
つ
て
の
自
分
の
姿

で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
り
は
、

平
坦
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

同
窓
会
で
会
え
る
の
は

、

昔
の
同
級
生
で
は
な

い
。

懐
か
し
い
顔
が
、
あ
の
頃
の
メ
ロ
デ
ィ
が
、

か
つ
て
の
自
分
自
身
に
逢
わ
せ
て
く
れ
る
。

今
の

自
分
自
身
を
映
し
出
し
て
く
れ
る
。

同
窓
会
は
、
過
去
の
友
人
に
会
う
た
め
で
は
な

い
。

新
し
い
友
人
と
、
新
し
い
自
分
に
出
逢
う
た

め
。旅

は
ま
だ
終
わ
ら
な
い
。

平
成
部
年
秋

（
安
高
澄
夫
記
）

引
期
だ
よ
り

埴
生
先
生
の
授
業
と

還
暦
記
念
事
業
の
お
知
5
せ

①
埴
生
先
生
の
古
典
の
授
業
と
れ
期
会
懇
親

会

恒
例
と
な
り
ま
し
た
埴
生
先
生
の
授
業
は
今
年

で
9

回
目

で
す
。

今
年
は
山
上
憶
良
の
貧
窮
問
答

歌
が
テ
l

マ
で
し
た
。

生
涯
は
斉
明
天
皇
か
ら
元
正
天
皇
の
治
世
。

白

村
江
の
戦
い
、
壬
申
の
乱
、
大

宝
律
令
の
制
定
、

平
城
京
選
都
、
長
屋
王
の
変
と
、
世
の
中
が
大
き

く
変
動
す
る
時
期
を
生
き
た
九
年
の
人
生
で
し
た

。

民
衆
の
極
貧
の
生
活
に
思
い
を
は
せ
、
「
世
の
中

を
憂
し
と
や
さ
し
と
思
へ
ど
も
飛
び
立
ち
か
ね

つ
烏
に
し
あ
ら
ね
ば

」
で
結
ん
で
い
ま
す
。

先

生
の
豊
富
な
知
識
か
ら
湧
き
出
る
お
話
に
、
あ
っ

と
い
う
聞
に
楽
し
い
授
業
は
終
了
し
ま
し
た

。

今
年
は
お
名
も
の
方
々
が
出
席
の
東
筑
会
総
会

、

続
い
て
黒
崎
で
れ
期
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

秋
に
予
定
し
て
い
る
還
暦
記
念
事
業
に
つ
い
て

説
明
を
し
ま
し
た
。

②
礼
期
還
暦
記
念
事
業
の
お
知
ら
せ

A
2

泊
3

日
の
旅
行

お
伊
勢
さ
ん
還
暦
の
お
礼
ま
い
り
＆
平
等
院
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探
訪
平
成
幻
年
目
月
m
l
ロ
日
。

全
行
程

の
参
加
で
な
く
て
も

、

ど
ち
ら
か

一
泊
で

も
、
懇
親
会
の
み
の
参
加
で
も
大
歓
迎
し

ま
す
。

日
帰
り
の
パ
ス
ハ
イ
ク

ー
フ
ル
ー

ツ
狩
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー

＆
温

泉
1

事
情
に
よ
り
宿
泊

等
が
困
難
な
方

ゃ
、
日
程
的
に
叩
月
が
難
し
い
方
も
ど
う

ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

同
期
の
松
木
君
の
果
樹
園
で
フ
ル
ー

ツ
狩

り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー

。

希
望
の
方
は
温
泉

に
つ
か
り
ま
し
ょ
う
！

（源
じ
い
の
森
）

ご
家
族
、
お
孫
さ
ん
と
の
ご
同
伴
も
ど
う

ぞ
1

詳
し
く
は
、
旅
行
社
か
ら

全
員
に
発
送
す
る

郵
便
、
九
期
の
H
P

や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
東

筑
会
の
H
P

に
て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

私
達
礼
期
生
が
行
う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
こ
れ
が
最
後
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

B 

ポーズ

お
忙
し
い
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
多
数
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

毎
年
授
業
を
し
て
下
さ
り
懇
ー
副
会
に
も
ご
参
加

の
埴
生
先
生
を
は
じ
め
、
今
年
の
幹
事
の
石
丸
君

と
栗
原
さ
ん
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
と
旅
行
担
当

の
三
橋
さ
ん
、
還
暦
事
業
実
行
委
員
の
松

尾
君
、

小
田
切
君
、
岡
さ
ん
、
事
務
局
長
の
林
君
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先
は
林
事
務
局
長
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

F
A
X
0
9
3
6
0
2
3
2
5
5
 

何
日
山
口
R
B

・0
5
u＠
O
R
5

・O
B

・E

・
－
u

（会
長

一二
宅
正
輝
記

）

懇親会では 25 名に l 授業後に八イ

花
期
だ
よ
り

日
定
ラ
ン
会
快
定
中
川
一

日

（ゴ
ミ

）
走
ラ
ン
会
は
、
リ
レ

l

マ
ラ
ソ
ン

に
参
加
す
る
た
め
に
東
京
東
筑
会
S

日
年
卒
の
メ

ン
バ
ー
で
始
め
た
ク
ハ
シ
リ
ψ

の
会
で
す
。

思
え
ば
3

年
前
、
健
康
が
気
に
な
り
だ
し
た
お

年
頃
を
迎
え

「飲
み
会
ば
か
り
じ
ゃ
い
か
ん
ば
い
」

「
（当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た

）
リ
レ

l

マ
ラ
ソ
ン

と
や
ら
に
出
て
み
ら
ん
ね
」
と
同
期
の
女
子
と
思

案
。

そ
こ
は
思
い

立
っ
た
が
吉
日
の
臼
仲
間
、
速

攻
で
賛
同
者
を
招
集
、
エ
ン
ト
リ

ー

し
た
の
が

.. ....‘. . ・ー

今、 ニッホンにはこの夢のカが必要子二。

53 リレーマラソン

き
っ
か
け
で
し
た
。

味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
初
陣
は
、
女

子
3

名
、
男
子
4

名
＋
1

名

（救
護
班
兼
応
援
団
）

計
7

名
の
に
わ
か
チ
l

ム
で
挑
み
ま
し
た
。

3

時

間
で
何
周
走
れ
る
か
と
い
う
レ
1

ス
で
し
た
が
、

集
っ
た
メ
ン
バ
ー

は
意
外
に
も
大
奮
闘
。

各
々
の

汗
の
惨
み
こ
ん
だ
惨
を
つ
な
ぎ
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

の
距
離
約
円
相
キ
ロ
を
走
破
、
見
事
な
デ
ビ
ュ
ー

戦

を
飾
り
ま
し
た
。

完
走
後
は
銭
湯
で
身
を
清
め
た

あ
と
、
消
費
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ア
ル
コ

ー

ル
で

補
填
し
な
が
ら
の
反
省
会
が
、
延
々
と
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
（
こ
ち
ら
の
方
が
耐
久
レ
l

ス
？

）0

ち
な
み
に
こ
の

反
省
会
も
最
近
で
は
、
合
理
的
に

青
空
の
下
で
の
ブ
ル
1

シ
1

ト

宴
会
へ
と
進
化
し

て
お
り
ま
す
。

2

回
目
か
ら
は
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
距
離
を

チ
l

ム
で
走
り
切
る
形
式
の
レ

1

ス
に
、
5
、

6

名
編
成
の
2

チ
1

ム
で
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

お

揃
い
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

T

シ
ャ
ツ
を
身
に
ま
と
い
、

ほ
ほ
半
年
に
1

回
の
ベ
l

ス
で
出
走
、
今
年
5

月

の
大
会
で
7

回
を
数
え
ま
し
た
。

皆
、
日
代
も
後
半
戦
に
差
し
掛
か
っ
て
く
る
と
、

さ
す
が
に
身
体
の
ど
こ
か
し
ら
に
ガ
タ
が
く
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

非
常
時
の
た
め
に
と
ニ
ト
ロ
を

首
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
快
走
す
る
勇
者

、

重
力
に
逆

ら
い
重
い
身
体
を
引
き
ず
り
な
が
ら
も
け
な
げ
に

前
へ
進
も
う
と
す
る
メ
タ
ボ
な
男
子
も
い
ま
す
。

最
初
は

、

脅
迫
め
い
た
誘
い
で
無
理
や
り
走
る
こ

と
に
な
っ
た
者
や
巧
み
な
口
車
に
誘
わ
れ
て
つ
い

つ
い
参
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー

も
、
い

つ
の
ま
に
か
リ

ピ
ー

タ
ー

と
な
っ
て
お
り
ま
す

。

普
段
の
運
動
不
足
の
解
消
に
と
始
め
た
も
く
ろ
み

の
成
果
が
で
て
き
た
こ
と
を
強
く
実
感
し
て
お
る

次
第
で
す
。

そ
し
て

、

今
後
も
回
走
ラ
ン
会
は
、

止
ま
る
こ
と
な
く
走
り
続
け
ま
す
。

（山
元

明

但
期
だ
よ
り

関
西
東
筑
会
当
番
期
と

印
歳
の
修
学
旅
行

記
）

関
西
東
筑
会
で
は
印
歳
を
迎
え
る
年
に
当
番
期

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
本
年
5

月
初

日
に
開
催
さ
れ
た
関
西
東
筑
会
総
会

・

懇
親
会
で

は
、
我
々
泣
期
生
が
当
番
期
を
担
当
致
し
ま
し
た。

3

年
前
「
東
筑

（こ
こ
）
か
ら
始
ま
る
」
を
合

言
葉
に
本
会
、
東
京
東
筑
会
で
活
動
し
た
位
期
の

当
番
期
活
動
も
こ
の
関
西
東
筑
会
で
最
後
と
な
り
、

関
西
在
住
者
を
中
心
に
長
期
間
準
備
を
重
ね
ま
し

た
。

当
日
は
北
九
州
、
東
京
、
北
海
道

、

そ
し
て 建仁寺にて50 歳の修学旅行
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ロ
ン
ド
ン
か
ら
も
応
援
に
駆
け
付
け
、
総
勢
刀

名
の

m
M期
生
が
大
阪
に
集
結
し
ま
し
た
。

関
西

東
筑
会
総
会

・

懇
親
会
も
出
席
者
1

9
2

名
と

過
去
最
大
規
模
と
な
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
わ

り
ま
し
た
。

懇
親
会
終
了
後

、

「
琵
琶
湖
ホ
テ
ル
」
に
場

所
を
移
し
、
位
期
生
だ
け
の

「印
歳
の
修
学
旅

行
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
番
期
の
緊
張
感
か

ら
解
放
さ
れ
、
心
地
よ
い

達
成
感
の
も
と

、
ホ

テ
ル
宴
会
場
で
の
同
期
会
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
、

二
次
会
、
三
次
会
と
明
け
方
ま
で
続
き
ま

し
た
。

翌
日
は
京
都
観
光
で
す
。

京
都
に
移
動
し
、

建
仁
寺
を
拝
観
し
た
あ
と
、
座
禅
コ
l

ス
、
祇

園
・

花
見
小
路
通
コ
l
ス
、
東
山
散
策
コ
l
ス

の
3

班
に
分
か
れ
て
の
観
光
と
な
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
コ
1

ス
も
京
都
に
精
通
し
た
関
西
の

メ
ン
バ
ー

の
企
回
で
、
北
九
州
、
東
京
の
同
期

か
ら
も
大
好
評
で
し
た
。

観
光
の
あ
と
、
幕
末
、

桂
小
五
郎
を
匿
っ
た
こ
と
で
有
名
な
料
亭
「
幾

松
」
に
集
合
し
、
鴨
川
沿
い
の
川
床
で
昼
食
H

同
期
会
凹
次
会
を
行
い
、
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

位
期
の
当
番
期
活
動
を
「
印
歳
の
修
学
旅
行
」

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
同
期
の
緋
が
益
々
強

く
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

これからの東筑会の情報は
ウェブサイトで、チェック！！
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次
は
凶
年
後
の
「
還
暦
旅
行
」
が
計
因
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
待
ち
き
れ
そ
う
に
な
い
の
で
毎
年
の

同
期
会
開
催
は
勿
論
の
こ
と
、
有
志
で
の
旅
行

等

も
企
画
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す

。

同
期
の
交

流
が
ず
っ
と
続
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

（
西村
友
伸

記
）

日
明
閣
閥
刷
凹

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
会
報
部
号
が
発
刊
の

運
び
と
な
り
ま
し
た

。
会
員

の
皆
様
方
の
ご
協
力

に
は
毎
回
頭
が
下
が
る
思
い
で
す

。

本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

さ
て
今
年
も
、
「
文
武
両
道
」

・

「
質
実
剛
健
」

の
精
神
を
涼
く
感
じ
る
母
校
の
活
躍
に
胸
を
躍
ら

せ
ま
し
た

。
学
業
面
で
の
進
学
実
績
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、

「
囲
内
ジ
ニ
ア
ス

研
修
」、

「
ょ
う
こ
そ

先
輩
講
演
会
」
の
取
組
等
の
東
筑
の
特
色
が
着
実

に
継
続
さ
れ
て
い
ま
す

。

特
に
、
「
ょ
う
こ
そ
先

輩
前
演
会

」は
大
変
ユ
ニ
ー

ク
な
企
画
で
す
。

様
々

な
職
離
で
活
躍
し
て
い
る
東
筑
の
先
輩

O
B

を
講

師
と
し

て
招
き
、
国
際
情
勢
や
国

内
外
社
会
の
動

き
を
聞
い
て
、
自
分
自
身
の
将
来
の
進
路
選
択
に

生
か
す
と
い
う
も
の
で
す

。

生
徒
達
に
と
っ
て
、

自
分
の
将
来
の
職
業
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
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事務局

い
き
っ

か
け
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う

。

ス
ポ
ー

ツ
で
も
よ
く
活
脱
し
て
く
れ
ま
し
た

。

夏
の
高
校

野
球
予
選
の
結
果
は
県
大
会
ベ
ス
ト

8

で
し
た
が
、
そ
の
戦
い
ぶ
り
は
堂
々
た
る
も
の
で

し
た
。

ま
た
、
ラ
グ
ビ

ー
部
が
埼
玉
県
熊
谷
市
で

行
わ
れ
た
第
日
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ラ
ク
ビ
ー

フ
ッ

ト

ボ
ー
ル

大
会
へ
出
場
し
ま
し
た

。

予
選

リ

l

グ
2

位
で
惜
し
く
も
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
へ

の
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
東
筑
ラ
ガ

ー

が
全
国
を
舞
台
に
駆
け
め
ぐ

っ

て
く
れ
ま
し
た
。

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
新
国
立
競
技
場
の
デ
ザ

イ
ン
変
更
や
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル

マ
l

ク
の
白
紙
撤
回
等
で
、
現
在
少
な
か
ら
ず
の

混
乱
が
あ
り
、
国
際
的
な
信
用
も
一
時
的
に
低
下

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
人
は
少
々
の
困
難

は
国
民
あ
げ
て
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
し

、

今
回

も
そ
う
な
る
と

固
く

信
じ
て
い
ま
す
。

何
事
も
前

向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す

。

さ
て

、

今
年
は
「
戦
後
七
十
年
」
の
節
目
の
年

で
す
。

戦
争
や
平
和
に
つ
い
て
、
マ
ス
コ
ミ

等
で

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
夏

、

フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
バ
ル
ト

三
国

（
エス

ト

ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ

ト

ア
ニ
ア

）
と
ポ
ー

ラ

ン
ド
に
に
行
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た

。

ど
の
固
も

大
変
親
日
的
で
あ
り

、
日
本

に
対
し
、
強
い
信
頼

感
を
も
っ
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た

。

そ
の

中
で
、
日
本
人
と
し
て
大
変
元
気
が

出
る
印
象
的

な
話
題
を

一
つ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

リ
ト
ア

ニ
ア
で
の
杉
原
千
畝
氏
の
功
績
で
す
。

大
戦
当
時
、
日
本
領
事
代
理
と
し
て
赴
任
し
て
い

た
杉
原
氏
は
、
ド
イ
ツ
軍
の
侵
攻
に
伴
い
、
隣
国

ポ
ー

ラ
ン

ド
か
ら

迫
害
を
逃
れ
て
流
入
し
て
き
た

大
量
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
、
日
本
へ
の
通
過
ビ
ザ

を
発
給
し
、
欧

州
か
ら
の
脱
出
を
支
援
し
ま
し
た

。

そ
の
ビ
ザ
は

、

「命
の
ピ
ザ

」
と
も
呼
ば
れ
て

お
り
、
こ
れ
に
よ
り
約
6

，

0
0

0

人
も
の
ユ
ダ

ヤ
人
の
人
命
が
救
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

。

外
務
省
の
方
針
に
反
し
て
の
ビ
ザ
の
発
給
で
し
た

が
、
極
め
て
人
道
的
見
地
か
ら
、
身
辺
に
迫
る
戦

争
の
危
機
の
中
に
あ
り
・
な
が
ら
、
ソ
連
政
府
か
ら

の
退
去
命
令
が
下
っ
た
最
終
日
の
列
車
が
出
発
す

る
ま
で
、
ピ
ザ
を
書
き
続
け
た
の
で
す
。

彼
が
執
務
し
た
旧
日
本
領

事
館
は
カ
ウ
ナ
ス
に

あ
り
、
現
在
「
杉
原
千
畝
資
料
館
」
と
し
て
大
切

に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す

。
寝
る
聞
も
惜
し
ん
で
ビ

ザ
を
発
給
し
続
け
た
執
務
室
も
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
、
首
都
ヴ
ェ
リ
ニ
ユ
ス
に
は
、
「
杉

原
モ
ニ
ユ
メ
ン
ト
」
な
る
も
の
が
設
置
さ
れ
、
桜

の
木
の
植
樹
の
側
に
は
広
島
で
被
爆
し
た
線
路
の

敷
石
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す

。

更
に
、
「
ス
ギ
ハ

ラ
通
り
」
と
い
う
道
路
ま
で
あ
る
の
で
び
っ
く
で

す
。

日
本
人
と
し
て
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た

。

杉
原
氏
の
こ
の
人
道
的
な
業
績
は
国
際
的
に

高

く
評
価
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
か
ら
は
、
日
本

人
と
し
て
唯

一
「
諸
国
民
の
中
の
正
義
の
入
賞

」

（ヤ
ド
・
ヴ
ア
シ
エ
ム
賞
）
で
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
丘
に
は
、
彼
の
顕
彰
碑
が

そ
び
え
て
い
ま
す
。

日
本
に
お
い
て
も
、
現
在
、

外
務
省
外
交
資
料
館
に
顕
彰
プ
レ
ー
ト
が
設
置
さ

れ
、
「
勇
気
あ
る
人
道
的
行
為
を
行
っ
た
外
交
官

」

と
し
て
彼
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
世
界
に
誇
る
べ
き
人
道
的
行
為
を

行
っ
た
杉
原
氏
の
功
績
が
少
し
ず
つ
広
が

っ
て
き

て
い
る
こ
と
は
、
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す

。

戦
後

初
周
年
を
期
に
、
ド

ラ
マ
や

映
画
も
作
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

学
校
教
育
現
場
等
で
も
、
も

っ
と
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
日
本
が
、
未
来
永
劫
に
わ
た
り
平
和
な
時
代
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
願
い
つ
つ
、
東
筑
高

校
と
は
直
接
つ
な
が
り
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日

本
が
も
っ

と
元
気
に
な
る
話
題
を
提
供
し
た
く
、

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
皆
棟
方
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
会
報
委
員
4

名
で

力
を
合
わ
せ
、
「
読
み
や
す
く
、
活
力
あ
る

『東

筑
会
報
』
づ
く
り
」
に
今
後
と
も
力
を
入
れ
て
い

く
所
存
で
す
。

会
員
各
位
の
率
直
な
ご
意
見
、
東

筑
会
の
方
々
が
益
々
元
気
に
な
る
よ
う
な
話
題
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
提
供
く
だ
さ
い

。

皆
様
の
様
々
な
声
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

東
筑
会
会
員
の
皆
様
方
の
様
々
な
ご
支
援
・
ご

協
力
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
、

会
報
の
編
集
後
記

と
い
た
し
ま
す

。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

会
報
委
員
長
青
野
元

昭

（初
期
）
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